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平成２６年６月中川村議会定例会議事日程（２） 
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１番  中 塚 礼次郎 

（１）安倍自公政権の進める「農政改革」について 

 

２番  高 橋 昭 夫 
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平成２６年６月中川村議会定例会 

会議のてんまつ 

平成２６年６月１０日 午前９時００分 開議 

○事務局長  ご起立願います。（一同起立）礼。（一同礼）着席ください。（一同着席） 

○議  長  おはようございます。（一同「おはようございます」） 

ご参集、ご苦労さまでございます。 

ただいまの出席議員数は全員であります。定足数に達しておりますので、ただいま

から本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付したとおりであります。 

日程第１ 一般質問を行います。 

通告順に発言を許可します。 

７番 湯澤賢一議員。 

○７  番 （湯澤 賢一） 私は２問の一般質問を通告いたしました。通告順に従って質問いた

します。 

他市町村の方から「中川村はおもしろいね。」という言葉をよく聞きます。考えてみ

ますと、住民みずからが生み出す活動が確かに多いとつくづく思います。大きなとこ

ろでは 3,000 人を集めるハーフマラソンからアトリエ展、芸術家の皆さんがやるアト

リエ展、赤そば祭り、棚田米を利用した地酒づくり、また夢里人の竹林整備や陣馬形

山ののろし上げ、踊りの会や太鼓連など、数えればもっと、本当に数えきれないほど

のいっぱいの活動を村民が主体的に自分たちの発想でしております。 

私は平成 24 年度の９月定例会でみやましい村づくりという伊那の方言を使った言

葉を使わせていただきました。定住促進でも福祉でも美しい村づくりでも、みやまし

い村づくりを自分がやる、みんなでやる、行政の尻もたたく、そして、まさに内発的

にやる、みやましい村づくりが中川村と住民の姿だと思います。そのエネルギーこそ

が定住を促進するエネルギーのもとだと、そのことを、前段、申し上げて質問に移り

ます。 

最初に空き家活用促進事業について質問いたします。 

１番目といたしまして、建物貸借契約で村の空き家活用促進事業による補助金が交

付されている件について質問いたします。 

昨年、私が相談を受けた問題を一つのモデルケースとして質問いたします。 

村の空き家活用促進事業に思ってもみなかった問題あることに気づかされる相談内

容でした。かいつまんで経過を述べますと、貸し主が借り主との契約に当たり、貸借

物件の改修のため村の空き家活用促進補助金を申し込み、所定の手続を行って改修費

用の半額が補助金で交付された。残りの費用の半額と補助金交付要綱では認められて

いない畳がえやふすまの張りかえなどの簡易な改修費用を借り主が支払った。改築の

内容については家主の了解を得て行っている。その間、地区の方から居住に当たって

の地区の決まりや地区住人としての義務的なことの説明も受けております。その後、
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引っ越しを行い、家賃を支払う時点で家主から契約者へ月決め家賃の値上げの申し入

れがあり、あるいは家を買ってほしいとの申し入れがあった。間に人を入れて何回か

話をしたが、ついに、若い借り主は嫌気が差して中川村での居住を諦め、別の地に移

住することを決意した。以上が経過であります。 

この件を問題のモデルケースとして、この制度の問題点を検証しますと、この件で

は、法的な手続を踏んで話し合いをすれば、現在の借地借家法では弱い立場の借り主

のほうが不利益を受けないようにするのが法の趣旨でございますので、既に結ばれて

いる契約書の内容からも、貸し主の主張は通らず、場合によっては貸し主の損害賠償

もあり得る問題かと思います。しかし、若い方は、そんな時間のかかる面倒なことは

嫌で、災難と思って諦めてしまいます。 

村では、この事件については、当然、承知していることと思いますが、空き家活用

促進の補助金が関連したこの件をどのように考えているか質問いたします。 

○振興課長  ただいまの質問についてお答えをいたします。 

村で紹介した空き家に入居された方につきましては、入居後に何らかの問題が発生

した場合などは、できる限り相談に乗り、対応しておりますが、基本的には貸し主と

借り主の民事上の問題であり、村が深く立ち入ることは難しいと考えます。 

やむを得ず転居する場合で、村内での転居先を探す場合には、できる限り相談に乗っ

ておりますが、空き家の登録が少ない中、希望に添える住宅がなかなか見つからない

というのが現状であります。 

ご質問にあった事例につきましても、そもそも空き家の貸し借りに関しましては村

で紹介した物件ではございません。 

ただ、村の空き家活用の事業、補助金を申請するということで、これは要綱によっ

て貸し主から申請が上がり、所定の手続を踏んで補助金を交付をしたものでございま

す。 

その転居をされた方につきましては、村のほうにほかに空き家がないかというよう

なご相談もあったようでございますが、村の登録をされている物件なども紹介をいた

しましたが、条件に合う住宅が見つからないということで、結果的に村外に居住をさ

れたものと思っております。 

いずれにしましても、貸し手と借り手の個別の問題につきましては行政が介入する

ということはできませんし、かえってトラブルを招くおそれもあります。個々のケー

スに、そこまで行政が立ち入るということは、現状ではできないと考えます。 

村では、空き家の所有者、それから移住希望者の仲介やその後のフォローなどが円

滑にできるような仕組みについて検討をしており、村内の宅地・建物取引業者の皆さ

んと意見交換を行っているところであります。これらにつきましても、今年度の中で、

空き家活用の制度のあり方といいますか、見直し等も含めて検討をしてまいりたいと

考えております。 

以上です。 

○７  番 （湯澤 賢一） よく御存じのことかもしれませんが、復習の意味で、借地借家法で
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はどうなっているか、一旦、合意し、契約した家賃はそのまま続くのが普通で、増減

の請求できる場合は、家賃が時の経過とともに実情に合わなくなった場合など、やむ

を得ない事情がある場合のみ認められております。家賃の増額に応じなければ建物の

買い取りをしてくれと要求されましたが、借り主の経済上では到底無理な要求であり

ました。賃上げに応じなければ契約解除をするとの申し入れは借家法でも認められて

おりません。この件では、貸し主は村からの補助金と借り主の資金で家の改修をして、

貸し主の意思にかかわらず、結果として貸し主の個人財産の増加を図った結果となり

ました。つまり、今回、明らかになった空き家活用促進事業の問題点の一つがここに

私はあると思います。つまり、貸し主の責任ではなく、空き家活用促進制度の問題点

がたどり着いた結果と言えるかもしれないと思うんです。その補助金は、まさに税金

であります。このことに、大きな違和感と申しますか、納得できない感想を私は持ち

ます。 

村の補助金交付規則では、第 10 条で「補助事業者は、補助金等の交付の決定の内容、

またはこれに付した条件、その他、村長の補助事業等の遂行のためにした指示に従い、

善良な管理者の注意をもって補助事業を行わなければならず」とあり、また、15 条で

は村長による是正措置の指示などが定められております。 

一方、中川村空き家活用促進事業補助金交付要綱では、第１条で「この要綱は、地

域の活性化を図るため、移住の促進に資する空き家の改修等、空き家所有者が行う空

き家活用促進事業に要する経費に対し予算の範囲内で補助金を交付することについて、

中川村補助金交付規則に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。」とあり

ます。 

つまり、空き家活用促進事業交付補助金の交付要綱は補助金交付規則の範疇にある

わけであります。 

この件については、補助金の運用の不適正な部分が、村が介入できる、あるいは是

正勧告などができたのではないかと思いますが、この点についてどのように考えます

でしょうか。 

○振興課長  空き家活用の促進事業につきましては、今、湯澤議員がおっしゃったとおりでござ

いますが、あくまで、やはり、その家主さん、建物の財産権がございますので、補助

金を申請できるのは、この家主さんということになってございます。 

ただ、実際のその費用負担につきましては借り主と貸し主の間で協議をして負担を

決めていただければ結構かと思いますが、あくまで補助金については家屋の所有者に

対して補助金を交付するものでございます。 

それで、先ほども申し上げましたように、この件に関しましては、個々で賃貸借の

契約を行われた後で家主さんが貸すために改修するということで申請をいただいて、

実際の負担は、ほかにも、そういったケースもございますと思いますが、家主さんと

借り手との協議の中で、その負担を決めていただいていると思います。 

今後につきましては、その貸し借りの場合はともかく、売買、取得をされる場合に

は、そういった方にも補助、改修をする場合には補助の対象にするとか、そういった
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検討は必要かと考えておりますが、いずれにしましても、これまでのいろいろな問題

等も含めて、今後、見直しを検討してまいりたいと考えます。 

○７  番 （湯澤 賢一） いろいろ事情があるかと思いますが、今、課長がおっしゃられまし

たように、私、制度そのものに問題があるのではないかと、例えば、この場合、どう

なるのかと、このまま行くのかと、要するに、そのまま行く、村のこうした不動産賃

貸の契約に関しては、事に今回は当事者同士が、賃貸そのものは当事者同士がしたと、

村に関与したのは補助金の部分であるという、そのことであるとして、それは、もう、

不動産業の縛りの中で当事者同士が不動産業者に介在してもらって解決するか、法の

場で話し合うしかないとの村の立場のようですが、そういう、もう一度、先ほどおっ

しゃられました、もう一度、その点についてお聞きします。 

○村  長  今、挙げられた事例がどうなのかということとは別にして、おっしゃっているのは、

例えば極端なことを言うと、貸し主さんと借り手の方がですね、語り合ってですね、

極端なことを言うと、可能性の想像として、可能性があるとすれば、そういうふうな

ことをして、形式的に賃貸契約をするんだというふうなことをして、村からの補助金

で家を建て直して、口裏合わせで離れるみたいなことがですね、極端に言えばできる

というふうな、そういう制度ではないかというご指摘かと思います。余り、そこまで

のところは想像をしていなかったし、今回も、そんな悪意でなったことではないと思

いますけども、そういう形でなったとしても、なかなかそれに対応できないようなこ

とになっているっていうところは、ちょっと改善というか、研究をしなくてはいけな

いのかなというふうに思います。 

ただ、余り村が介入すると、その宅建業法違反というふうな形になるというふうな

こともありますし、そういう意味で、その村内で、その不動産の仲介を法的にやって

いただける方に、これから――これからっていうか、絡んで――絡んでっていうか、

間に入ったり、いろいろやっていただけるような形も、今、お願いをして、そういう

形で動き始めているところですし、何か、ちょっと、いろいろ研究はしなくてはいけ

ないなというふうに思います。 

ただ、趣旨として、地域力を増やすために新しい人に入ってもらう、なかなか賃貸、

空き民家の活用ということが、一番、村としても新築をするよりはいいことだと思う

し、新築の家よりも、そういう古民家というふうなものを望んでいらっしゃる方も多

いという実情があるので、何とか制度としての改善もしながら、いい形で入ってもら

えるように、そしてまた、なかなか賃貸で貸すという話が出てこない、販売、売って

もいいという話にならないというところについては、前からもおっしゃっている地域

と一緒に考えながら新しい家を建てるっていうことも考えていかなくてはいけない、

いろんなことをやっていかなくてはいけないと思いますけども、それぞれ、いろんな

部分の改善をしながら、制度をよりよくしていくということは、これに限らず、どう

いう場合でも必要なことかなというふうに思いますので、また、いろいろとご意見、

問題点の指摘をいただきたいなと思います。 

○７  番 （湯澤 賢一） 私も、もちろん、この制度に反対するものではないわけで、その件
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について後で触れますが、この件で私を訪れてくれた母親の「お金を無駄にしたこと

が残念でたまらない。」という言葉が耳について離れないのであります。本当になけな

しのお金だったのであろうと想像しますが、借家法では、本来、借り主が弱者であり、

弱者の利益が守られなければならないはずです。この件では、強い立場――強いとい

うか、立場として強いというだけで、貸し主に補助金有利に使われて、中川村の補助

金要綱では、改修費の補助金を除いた残りの費用は、貸し主が、本来、支払うべきな

のに、やはり借りたいから借り主が払い、しかも改修後の家を使えないという、まさ

に災難に遭ったとしか言えないような結果となっております。つまり、弱い立場の借

り主が泣き寝入りをせざるを得ないという結果です。政策の執行に当たっての村長の

ポリシー、既にそのことはおっしゃいましたが、ゆとりのある方をさらに応援するよ

うな政策はとらないという村長の最も避けたい基本姿勢に反する結果であったのでは

ないかと思います。ぜひ、この点でも、その意味では、この制度をつくった時点では、

貸し主、借り主、双方が、多分、これは善意であったと、両方とも悪意ではなかった

と思いますが、こうした結果もあり得るということは全く想定外のことであったのだ

ろうと思います。 

先ほど申しましたように、私は、空き家促進事業そのものについて反対するもので

はなく、この事業の促進、推進を強く支持します。空き家の活用がスムーズに推進す

るよう貸し主を後押しする制度です。空き家がなかなか貸し家にならない現状があり

ますので、この制度が、こうした苦い経験の中からもっとよい制度になるように考え

ていくのも政治の責任かと思い質問をしております。制度そのものは悪くはないのだ

ろうと思います。むしろ、この制度の使われ方が余り多くないことが問題なのかもし

れません。平成 20 年に発足したこの制度も、一年間に１件か、多くて２件、全くない

年もありますので、本当に数えるほどしかありません。制度そのものが余り知られて

いないのかもしれません。この制度を生かすためにも、貸すほうより借りるほうも安

心な方法を構築することが急務だと思いますが、村としてどう分析しているか、先ほ

ど少し触れられておりますが、再度、この点について質問いたします。 

○振興課長  ご質問にありましたとおり、空き家活用促進事業につきましては、平成 20 年度に制

度化されたものでございます。この間、今、お話がありましたように、昨年度までに

６件、金額にいたしますと 260 万円、平成 25 年度は２件の申請がございました。 

制度の活用が進まないという理由につきましては、やはり、空き家の貸し付け、あ

るいは売却を積極的に希望する方が少ないということにあると思います。その理由と

しては、持ち家に他人を住まわせることに抵抗感がある、正月やお盆など一時的に帰

省する、あるいは将来的に帰郷する意向がある、貸し付けや譲渡をするには家財の整

理に手間と費用がかかる、家屋が老朽化して住居として使用するのは困難、あるいは

かなりの改修費用がかかるなど、個々の事情によってさまざまな理由が考えられます。 

また、先ほど話がありましたとおり、現行制度では、補助対象者は家屋の所有者と

しており、借りる方が補助金を申請して改修することはできません。これは、先ほど

も申し上げたとおり、財産の所有権にかかわることですので、先ほどのようなトラブ
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ルが発生する可能性もございますし、基本的には、家屋の所有者に対して補助するべ

きものと考えます。 

ただ、実際の費用負担につきましては当事者同士でご相談いただくという、それは、

当然、契約なり、そういったものに基づいてになろうかと思いますが、それは当事者

同士でご相談いただければと考えております。 

なお、売却あるいは譲渡する場合については取得者も対象にするとか、そういった

ことも、今後、検討が必要かと考えます。 

先ほど申し上げましたとおり、村では、空き家活用の促進に向けまして、今年度、

改めて村内の空き家の拾い出し、それから、空き家の所有者の皆さんにアンケート調

査を実施するよう計画をしております。その中でのご意見なども参考にしながら、現

行制度の課題を整理し、見直しについて検討をしてまいりたいと考えております。 

○７  番 （湯澤 賢一） いろいろとご答弁いただきまして、検討していただけるというふう

な形のご答弁をいただいております。本当に、この例について、この１つの、今のモ

デルケースを苦い経験として、先ほど言いましたように、新たな――新たなというか、

よりよい制度になっていくようにお願いいたします。 

この定住促進の空き家の問題で、もう２点目といたしまして、補助金絡みではあり

ませんが、村に移り住んで、子どもが保育園や学校で友達ができて、地域の生活にも

慣れて、地域からも当てにされて、本当に中川村の住民になりかかっているのに、貸

し主との関係で村を出ていかざるを得なくなってしまうことが私の周辺で立て続けに

起こりました。１件は何とか踏みとどまってくれておりますが、本当の解決にはなっ

ていないようであります。地域からも惜しまれ、中川村に住みたいと思う子育て盛り

の若い人が、若い人口が流出してしまう、本当にもったいないことだと思います。 

そうした中で、ある例では、問題は起きたが、不動産業者がたまたま間に入ってく

れていたのでスムーズに解決した例もあるようであります。私が今回取り上げたこの

件は、１つの例として、トラブルになる前に解決できる方法や不動産業者との連携な

ども視野に入れた、また、移住者が気軽に相談できる精神的なケアなどのアフターも

含めた一歩進んだ空き家活用の方法を模索すべきだと考えます。 

先ほど課長の答弁の中で、そうした点についても触れられておりますが、再度、ご

答弁をお願いいたします。 

○振興課長  今、お話がありましたとおり、空き家の活用を促進していくためには、いろいろな

面での、そういった対応が必要かと考えております。 

空き家の活用をしやすくする施策につきましては、村では、現在、所有者が空き家

を第三者に貸し付け、あるいは売却をする場合で、村への情報登録を、提供を希望す

る方については、その物件の情報をお預かりをして、空き家を希望されて相談があっ

た場合に、その希望に応じてご紹介を行ったりしております。 

先ほども申し上げましたが、登録していただいている物件が少ないという状況の中

にあります。 

いずれにしても、村が直接、その仲介業を行うことはできないため、その具体的な
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交渉や契約は当事者の間で行っていただいております。 

また、村内では、ひとり暮らしの高齢者世帯も増えておりまして、26 年の４月現在

では住民基本台帳上の 65 歳以上のひとり世帯は 158 世帯、村全体の 10％弱という数

字になっております。これは住基上でありますので、実際には世帯を分けてというも

のも含まれております。ただ、実際に、そういった世帯が増えている中で、今後、空

き家はさらに増加していくことが予想されますが、空き家が増えるということは、イ

コール地域の人口、世帯が減少するということであり、また、防犯・防災上の問題も

懸念されます。こうした状況を踏まえて、空き家活用を促進し、定住人口を増やして

いくためにも、先ほど申し上げたとおり、村では、今年度、改めて各地区の空き家の

拾い出しと現況調査を行う計画であり、各地区の総代さんにもご協力をお願いしてご

ざいます。 

また、直接、ご質問とは関係ございませんが、ことしの４月に中川村美しい村づく

り条例が施行されました。これには、村内に土地や建物を所有する方については適正

な管理に努めるとされております。空き家所有者の皆さんにも、この条例の趣旨と適

正な管理について周知をするとともに、あわせて、将来、その空き家の所有者の方が

将来的に居住の意向があるか、また、貸し付けや売却の意向があるのか、また、先ほ

ど言いましたこの空き家情報の登録制度や補助制度の認知度、貸し付けや譲渡する場

合の課題や支援策などについてアンケート調査をあわせて実施をしたいと考えており

ます。その上で、貸し付けや売却を希望されるという方につきましては、空き家情報

の提供をお願いしたり、あわせて、このアンケート調査の結果を踏まえて、現行制度

の見直し、支援施策なども検討していきたいと考えております。 

また、先ほど言いましたように、移住される方が地域にスムーズに入って地域活動

に参加できるように、それから、移住後も地域とうまくやっていくような形のフォロー

ができる、移住者と地域、双方の理解と受け入れ態勢の構築というようなことも必要

かと考えます。村では、前々から村長が申しておりましたが、移住を希望される方が

事前に中川村を体験できるお試し住宅制度や空き家所有者と移住希望者の仲介やその

後のフォローが円滑にできるような体制、仕組みづくりなどについても検討してまい

りたいと考えております。そんな仕組みづくりについて、今、村内の宅建事業者の皆

さんとも意見交換を行いながら検討を進めているところであります。 

いずれにしましても、本年度、そういったこと、全体的なことも制度のあり方も含

めて検討していく予定でございますので、よろしくお願いいたします。 

○７  番 （湯澤 賢一） 田舎暮らしを思考される方々の中川村に対する評価は大変高いと、

中日新聞が中川村への移住者のことを取り上げていましたが、学者の研究材料にも

なっているほどだということですから、増加する空き家の有効な活用は、ますます必

要になってくると思います。今、課長が答えていただきましたが、非常に真剣に取り

組んでいらっしゃるという姿がよくわかりました。 

現在、空き家として、少し前のデータらしいですが、村が把握している件数は 80

軒ほどであり、その１割が貸し家の対象になっているとのことですが、空き家そのも
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のは、今、おっしゃられましたように、今後、増加していく、いいことか悪いことか

はともかくとして増加していくことが予想されるということであります。このことか

ら、この計画の、つまり空き家を貸し家にしてもらうことが、この計画の成功の鍵を

握っているんだろうなあと、このように考えます。 

空き家が増加しても貸し家にならない原因の第１点、これは、今、いろいろおっしゃ

られました。前も、先ほども、いろいろおっしゃられましたが、私が考えますこの第

１点は、持ち主の倉庫がわりになっていることがあります。新築の家に古いものは持

ち込めない、かといって捨てるわけにもいかないものが空き家には残されております。

第２点は、貸し家にして有効利用を考えても、例えば 20 年後に返されても、もう貸し

家としては使えないから壊さなくてはならない、つまり、ここに貸すのではなく買い

取ってほしいという地主の要望が出てくる原因があります。一旦貸すと貸し主の自由

にならなくなるから、場合によっては次の世代の負の遺産となる可能性もあるという

ことも心配の一つかと思います。３点目は、借り主が地区の共同作業などに参加しな

いで、また、地区の習慣や催しなどに参加しないで、地区のお荷物になるのではない

かとの心配等があります。現実にも、例えば他市町村でも、移住者が地区に加入しな

いなどの問題は、定住促進に積極的に取り組んでいるところほど頭の痛い問題になっ

ているようであります。ここには、まだ、ほかの理由があるかもしれませんが、私が

考えるのは、大きくは、その３点かと思います。 

こうした問題を他市町村ではどのように解決しているか調べてみても、よい答えは

出てまいりません。つまり、なるほどと思える解決策は、まだないのではないかと思

います。現時点では、基本的には中川村が先進地になるしかないのではないかと私は

思います。 

以後、解決のための提案を含めた質問でありますが、すべて行政絡みでないと、こ

の問題は解決しにくいと考えます。 

１点目の空き家を倉庫がわりにする、この問題ですが、意外と、この問題は、解決

はできやすいのかもしれません。つまり、空き家に入れている最も大切なものは思い

出なんだろうと思います。子育てのころのものは、なかなか捨てられない、我が子の

成績表や絵や工作や賞状、また、ランドセルなど、年老いた親は捨てられない宝物で

あります。新しい家には、しかし、入れてもらえません。多分、空き家には、そうし

た思い出が詰まっているのだろうと思います。思い出が詰まっている中に、いろいろ、

その以前から持っているものがある、捨ててもいいものも入っているのではないかと

思います。その問題が解決ができれば、例えば、ちょっとテレビで見たんですが、四

畳半ほどの貸しロッカーをつくって、そうした本当に大切だと思うもの、捨てられな

いものを入れる場所をつくる、そして、必要とする間は貸す、そういうふうな方法も、

１つそうした問題がとれれば、意外と、この問題は、もうちょっと解決して貸し家が

増えるのではないかと思うところであります。 

２点目の解決、ある程度、広さなどで料金を決めて、将来、壊すときの費用を捻出

できるような料金設定にする、採算のとれる家賃をみんなが認める基準の公的なルー
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ルでの家賃とする方法があるかと思います。そうしたことも検討に入れられたらどう

かと思います。 

３点目については、田舎暮らしの基本となる手引書的なものを作成し、行政が間に

入って契約の段階で理解を求める方法です。家主が言いにくいことを行政が事務的に

伝えるようなシステム、かなり解決するのではないか。この問題は、意外に、しかし、

この地区になじめない、あるいは地区の習慣に従わないという、この問題、意外に大

きくて、何となく評判だけで中川村に住みついて、習慣や人間関係、地区との関係な

どで、住む前の夢と現実とのギャップで、この面でも災難を背負いに来たような結果

になってしまうことがたびたびあります。 

いずれも行政絡みであります。行政が絡むことが、貸すことを業としていない、つ

まり貸すことに慣れていないことへの村民の不安を解消し、安心して貸すことができ

るようになるのだと私は思います。 

さらに不動産業者の協力を得られれば、借りるほうも安心かと思います。 

以上のような提案ですが、こうしたことは、特に通告はしてありませんが、３番目

の、通告書にあります３番目の問題の範囲内といたしまして、こうした問題と提案に

ついてどう考えるか質問いたします。 

○振興課長  具体的な、その空き家、活用が進まない原因として幾つかご指摘をいただきました。

実際に、そういったこともあろうかと思います。 

先ほど申し上げましたとおり、今回、空き家の所有者の方々に、そういったことも

含めて、なぜ貸し出しができないのか、困っているのかということもアンケート調査

で声を聞いてまいりたいと考えております。 

また、地区とうまく、スムーズに、こう、溶け込んでという点では、やはり地域の

理解というのも必要かと思います。行政で、当然、村のほうで空き家の紹介をさせて

いただく段階では、そういったことも、地域の情報や地区のこともお話をするわけで

ありますが、やはり最初の段階から地域、地区の役員さんなり、そういったところも

かかわっていただいて、お話をしていただいて、入っていったほうがいいのかなあと

考えております。そういった仕組みづくりもあわせて一緒に、来年度に向けて検討を

してまいりたいと考えております。 

○７  番 （湯澤 賢一） 空き家を貸し家にという点での定住促進に関する質問をいたしまし

た。 

今までの経験から、空き家だからといって、即、貸し家にならないことは明らかに

なっております。工夫が要りますが、ほかに先進事例もありませんので、中川独自の

中川方式を考えるしかないように思います。今までのご答弁の中で、非常に熱心に、

あるいは、この方向に向かって動き出していることがひしひしと伝わってまいりまし

た。地域おこし協力隊隊員の方もいらっしゃいますので、ぜひとも一緒に考えていた

だきたい、お願いして、２問目の質問に移らせていただきます。 

障がい者のためのグループホームの建設の取り組みと現状についてということで質

問いたします。 
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私は、平成 24 年の９月定例会において精神障がい者のグループホーム設置について

の質問をいたしました。 

中川村の第５次総合計画の中で、村内には精神障がい者がサービスを受けられる施

設がなく、他市町村の施設の利用に当たり移動サービスの内容も含めて精神障害者

サービス施設の利用促進を検討しているとして、平成 22 年度、村内に設置を目指して

いる精神障害者グループホームの利用を進めるとの計画が書かれております。つまり、

村は、平成 22 年度の段階で精神障害者のグループホームを設置することに決めている

ことだと、そのように書かれているのだと思います。また、実際、事実、村は、担当

課は、そのように動いていたことも承知しております。 

しかし、現在まで精神障害者グループホームの設置ができていないということは、

設置する場所が見つからなかった、場所はあったが地元の理解が得られなかったとい

うことが原因とされております。その間、村の担当課は、地域に出向いて理解を求め

る精いっぱいの努力をした、その姿も私は知っております。 

現在、この計画はとまってしまったままなのか、あるいは何かを模索されているの

か質問いたします。 

○保健福祉課長  精神障害者グループホームの村内設置の取り組みはどうなっているか、今後どうし

ようとしているかという趣旨というふうに受けとめさせていただきました。 

現在、候補地とされるものが複数、実はございます。周辺、地元の感触を探ってい

るという段階にあります。 

今後につきましては、これまでの経験から大事に進めていきたいという考え方であ

ります。 

ご質問にありましたとおり、総合計画の中で、村は精神障害者グループホームの利

用というか支援をするというふうになっております。 

村の基本的な立ち位置としますと、民間事業者が設立をする、その支援をするとい

うふうになるというふうに思われます。具体的には、事業者がその構想に合った用地

を選定をした際に、地権者や地元の皆様と接触する際の仲立ちや、事業者から要望が

あれば初期投資に当たっての一定の財政的な支援などになろうかと思います。 

お話にありましたとおり、平成 22 年度から 23 年度にかけて機運が盛り上がったと

申しますか、活発になった時期が、結果として頓挫をして以降、村としましては、こ

こがだめなら次はここというように建設ありきで進めるのではなくて、住民の皆様に

理解を深めていただく仕掛けを試みながら気持ちや考えが醸成されるようじっくり進

めていきましょうという方針を事業者とも確認をして、きょうまでやってまいりまし

た。具体的には、ことし２月９日に開催しました第 21 回中川村健康福祉大会でもテー

マとして取り上げてまいりました。 

現在、候補地として３カ所が浮上をしております。いずれも具体的な土地利用を検

討、設計する段階にはございませんで、ここはどうだろうかという、まさに案の段階

であります。そういったことで、事業者は、まだ地権者の皆さんと接触することにし

ておりません。ただ、地元の理解のある方を通じて関係者の感触を探っているという
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段階であります。 

候補地の１つにつきましては、当初の地区総代さんを通じて、地区の役員の方には

情報提供もしてきております。 

理解を深めつつじっくり進めるという考え方のもと、事業者は正式な折衝、説明に、

まだ入っておりませんので、候補地の詳細については、村の立場からは控えさせてい

ただきたいと思います。 

候補地は次々と見つかるというものではありませんので、慌てず大事に進めていき

たいというふうに思います。 

○７  番 （湯澤 賢一） 今まで村内の幾つかの候補地が次々に理解が得られなくてたらい回

しのようになってしまったのではないかと、それぞれに事情があったのだと思います

が、事業として運営に携わる方々も施設ができるかどうかは何よりも地元の理解が得

られるかどうかだと言います。中川村は地元の住民の理解が得られないところだと、

はた目には、このままでは、中川村の住民は精神障害者福祉に理解がないとの評価に

なってしまいます。今の時代は、障害者に対する福祉や多くの学習がなされて、住民

の意識も大きく変わっております。 

今、課長が言われましたように、私の前回の質問に対して、当時の担当課の課長は、

住民の不安に対して、例えば障害者に対しての映画、講演会など学習会をやりながら、

昨年もありました、住民の皆さんの気持ちをだんだんに変えていくような形でじっく

り進めたいと答弁されております。その後、麦の家なども含めると、何回かの福祉関

連の講演がありました。名古屋に本拠地を持つ親愛の里の理事長の講演など、大変わ

かりやすく、学習の大切さを強く感じました。こうした学習の数々の計画は、ぜひと

も、今後、粘り強くやっていく必要があると思いますが、この件について村の考えが

ありましたらご答弁お願いいたします。 

○保健福祉課長  先ほど申しましたように、具体的には、村としては健康福祉大会のテーマで取り上

げるというようなことをしてまいりました。 

先ほど麦の家という具体的な事業者の名前もありましたが、そういったことを憂慮

される皆さん、業者に限らず、村内には多数いらっしゃいまして、それぞれの立場の

中で、啓蒙といいますか、啓発に向けての取り組みをしていただいているところだと

いうふうに思います。 

ただ、村としましては、やはり押しつけにならない、最初から建設ありきで、あと

は、例えばお金の問題だとか、そういった話にならないように、常々から啓蒙に向け

ての活動をしてきたいというふうに思っております。具体的には、さまざまな皆さん

のご意見を聞きながら考えてまいりたいと思います。 

○７  番 （湯澤 賢一） なかなか地元の理解が得られないという理由は、恐らく差別とか偏

見などではない、必ずしもそうではないと思います。大事なことであることは誰もが

わかっていることだと思います。それまでに経験のない精神障害者の施設が身近にで

きること、経験のないことに対する人々の不安が大きいのかもしれません。しかし、

施設の住人が地域の人に、かつては大きな事件や迷惑をかけたことはほとんどないと
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施設で働く方は強調されております。 

前回の私の質問では、認知症と診断される高齢者についても質問いたしました。当

時、認知症と診断される高齢者は 300 万人を超えたとの報道がありました。精神障害

者、知的障害者は 400 万人を超えているとの国のデータもあります。つまり、精神障

害者や知的障害者を持つ家庭は特殊な家庭ではなくて、どの家庭でもあり得ることで

あり、そうであるならば、誰も置き去りにしないで、みんなで生きていく社会の構築

がなされなくてはならないと私は思います。 

学習活動等、住民の理解を深めることを今後とも粘り強く進めていって、一日も早

くこうした施設ができることを願うわけですが、ここで、今、言う、地区の理解とい

うことは、その範囲というのは、例えば、その判断の材料として、例えば――例えば

ですね、中組につくるとしたら、中組全体の理解が要るのか、あるいはお隣近所たら

れるところの隣近所の範囲だと考えているか、その辺もちょっとお聞きしたいと思い

ます。 

○保健福祉課長  グループホーム建設に関しましては、法的にどこまでの同意が必要といったものが

あるわけじゃございません。基本的に地権者の方の同意があることは当然のこととし

て、近隣の皆さんの同意というのが常識的なことだろうというふうに思うところであ

ります。 

ただ、村が関与して、こういった施設をつくっていくと、直接ではないにせよ、陰

からかかわってやっていくということである以上は、やはり、少なくとも、そのこの

設置される地区、あるいは周りから反対、何といいますか、動きとしての反対といい

ますか、そういったことが出てこないということが配慮すべきことかなあというふう

に思います。したがって、どこまでがラインというふうには明確には決めておりませ

んが、可能な限り理解、広い範囲で理解が得られるようにしたいというふうに思いま

す。 

○７  番 （湯澤 賢一） 自分の友達ですが、「俺は、もうあらびんで、みんなに迷惑をかける

ことはしんで、施設をつくってよ。」と言われました。私の同年代の近所の友人であり

ます。若いころあらびたことがあって、そのために施設の建設ができないこと、その

自責の念に駆られているのでしょう。そのことを私は事あることに思い出し、何とな

しなくてはと思います。そしてまた、彼の心配はスイートピーでの仲間の心配でもあ

ります。Ａ君もＢ君もであります。私は一議員ですから、予算を伴う村の事業ができ

るはずはありません。こうして、こうした場でお願いするしかないのでありますが、

わらをもつかむつもりの友の言葉を、こうして伝えるために、今現在、質問しており

ます。私の同年代ですから、かなりの年輩であること、彼の保護者はさらに高齢です。

本人も家族も大きな不安を抱えて生活しております。周りに知った顔が見える生まれ

育った地で暮らすことが、障害者にとっても家族にとっても、どれほど安心なことか、

年老いてからはなおさらのことかと思います。障害者のグループホームを家族会も求

めております。親愛の里という実績のある事業所も中川での開業に意欲を持っており

ます。さらに、土地の地主の了解が得られて、土地が確保できて、地元の了解も得ら
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れれば、あとはどうすればいいのか、役場が予算化してくれるのか、何か要望書を上

げるのか、質問いたします。 

○保健福祉課長  先ほども繰り返し申し上げておりますとおり、まだ具体的な折衝という段階に入っ

ておりませんが、地元の心ある方を通じても情報収集をしているところでありますの

で、そういったところから、目立った、具体的な、そういった反対運動にはつながら

ない、しかるべき皆さんの同意が得られるという感触を得ましたら、事業者とともに

正式にお話に入っていくというふうにしたいというふうに考えております。 

○７  番 （湯澤 賢一） 質問の前段で申し上げましたみやましい村づくりということをくど

く申します。とてもいい言葉だと、私は方言として本当に大好きな言葉ですが、福祉

でも、本当に、美しい村づくりでも、いろいろな面でみやましい村づくりをしていた

だきたいことを申し述べまして、私の一般質問を終わります。 

○議  長  これで湯澤賢一議員の一般質問を終わります。 

次に、９番 竹沢久美子議員。 

○９  番 （竹沢久美子） それでは、私は、さきにお願いしました定住促進、地域活性化の基

本計画、どう生かすかという問題についてお聞きしたいと思います。 

2013 年４月に中川村定住促進・地域活性化のための基本計画が策定されました。 

ただいまの湯澤議員の質問にもありました空き家の問題なども盛り込まれておりま

す。 

私も議会の一員として住民ワークショップに参加させていただきましたが、村のよ

いところ、課題などを書き出してみると、再認識することができました。 

また、子どものワークショップのまとめを見ると、これは、小学校、西小、東小の

４年生、５年生の参加を得てまとめたものですが、本当に村のことをきちんと見てい

ることに関心いたしました。 

昨日、６番議員が日本創成会議が発表した人口試算について質問されました。日本

創成会議が日本生産性本部が設置した組織とわかっていても、地方で暮らす 20 代～30

代の女性が 30 年間で大幅に減って、全国の自治体の半分が、将来、消滅する可能性が

あるとの発表には、大変ショックを受けました。この試算によれば、中川村は 2010

年～2040 年のこの 30 年間で 20 代～30 代の女性の人口変化率は 43.9％の減となって

おり、長野県下の 77 市町村のうち 34 市町村が 50％以上の減となっています。昨日の

村長の答弁にもありましたが、きちんとデータの信頼性や狙いを読み解くことは必要

だと思います。 

しかし、日本中が人口減少時代に向かっていることは確かです。村へ移住してくだ

さる方々が増えているといっても、中川村だけがこの流れを避けて通れるとは思えま

せん。 

しかし、小さな村だからこそ、いかに若者が子育てし、住み続けられるか、高齢者

が長年の知恵や技術を伝承しながら安心して暮らせていけるか、持続可能な村づくり

という事業に村民みんながかかわれるという利点もあります。 

基本計画を生かした村づくりについて何点かお聞きしたいと思います。 
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現在、中川村では、子育て支援として医療費の無料化を高校卒業まで実施し、また、

バンビーニの運営など、さまざまな支援策を行っています。 

さらなる子育て支援策として、１点目といたしまして、保育料の第３子以降の無料

化。 

現在、同時入所でないと対象になりません。就学児童などを抱える家庭の保育料負

担は、同時入所でなくても同じです。第３子以降の軽減化の検証はされたかお聞きし

たいと思います。 

○保健福祉課長  保育料の第３子以降の無料化に関しましては、基本的には、子育て世帯に過度な負

担がある場合に、それをどのように軽減するかという視点で検討したいというふうに

思っております。 

近隣の状況といたしまして、第３子以降の軽減措置をとるところが増えていること

は事実であります。 

ただ、定住促進という視点から近隣との差別化ですとかインパクトを狙った形での

無料化というものを行っても、近隣が既にそうなっているという中では、期待どおり

の効果が得られるかは疑問かなあと思うところであります。 

また、第３子以降、全員無料化というような非常にインパクトの強い政策をとると

ころも出てきておりますけれども、これを中川村で行いますと、年間、約 3,000 万円

近い単費が必要ということで、現実的な施策とは言えないかなあというふうに思いま

す。 

村が支援策としてどのような保育料軽減策が考えられるかということにつきまして

は、一定の所得等でランク制限を設けまして、同時入所でなくても認めるというよう

な手法のほうが、これまでの中川村がとってきた手法、あるいは中川村の考える方法

に適するのではないかなあというふうに考えているところであります。 

いずれにしましても、保育料につきましては、定住促進を直接の目的とするのでは

なく、保育に過剰な負担がかかっているかどうか、かかっているのであれば、どうい

う軽減があり得るのかという視点から、今後も注意深く研究していきたいと思います。 

○９  番 （竹沢久美子） 保健福祉課長の答弁によりますと、定住促進という視点でなくて、

保育への保育料の軽減という視点でということですけれど、もちろん、軽減負担とい

うことが、裏返せば定住促進につながっていくことだろうと思います。そうした意味

で、非常にインパクトのある政策ということでございますけど、ぜひ、こうしたこと

を検討して子育て支援をやっていただきたいと思いますので、再度、答弁をお願いし

ます。 

○保健福祉課長  ただいまのご質問の趣旨につきましては十分に受けとめさせていただきたいという

ふうに思います。そういった事例が増えてくるということは、中川村にそういう制度

がないということは見劣りというふうにも受けとられかねない部分もございますので、

そういった点も踏まえて、十分、検討させていただきたいと思います。 

○９  番 （竹沢久美子） 何回言っても、それ以上の答弁は出ないと思いますので、ぜひ、そ

うした視点でも検討されることを要望いたします。 
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続いて、村営住宅、若者住宅が建設されたわけですけれど、定住促進の住居に関し

ては一定の確保がされてきました。 

しかし、先ほども出ましたけど、この価格ではなかなか入れないという人たちもい

まして、先ほどの湯澤議員が言われたような空き家活用のことも真剣に、やっぱり検

討していかなくてはならないと思います。 

しかし、この子育て支援の住宅として最初に建てられたアルプスハイツの中組 12

戸のお母さん方から、これは当初に言われたことなんですけど、やはり、あの 12 戸の

ところでは、遊び場がない、駐車場で遊ぶと危なくてしようがないし、あの道路は急

であって、しかも左側にはログハウスなどがあったりして、何とか遊び場所をという

ようなお声もお聞きしました。最近は、そうしたことも聞いていないんですけれど、

今度、中田島地区にはガーデンハウス中田島の１、２、それから、サンライズ中田島

と住宅が大変たくさん建設されました。そうした中で、住民の方からも自転車での飛

び出しなど心配する声も聞かれます。また、地区要望としても出ているかもしれませ

んけれども、子どもの遊び場がないというような声もお聞きしました。ぜひ、遊び場、

ミニ公園などの確保が必要と思いますが、その点についてどのように考えているかお

聞きしたいと思います。 

○建設水道課長  今まで建設をしてきました村営住宅につきましては、さまざまな経過があると思い

ますし、その中で、確かに遊び場の確保がされていないところもあると思います。 

しかし、最近の中田島の住宅につきましては、余り広くありませんが、そういった

スペースも設けております。 

ただ、予想以上に子どもたちが多くなったということの中で、安全対策をしてほし

いとか、そういった要望も出てきておりますので、今後としましては、そういったこ

と、スペースも含めて検討する必要があるんじゃないかなと思います。 

現在のところ、今後、具体的に住宅と建てるという計画は、まだ出てきておりませ

んので、そういった計画を立てる段階では、そういうことも十分、配慮していきたい

と思います。 

○９  番 （竹沢久美子） 私も住宅建設に、この担当委員としてかかわった、そうした意味で

も、将来的な展望を視野に入れた検討、果たして子どもたちがこれだけ増えるかって

いうようなことが検討してこなかったという、そうした責任も感じております。ぜひ、

こうした意味で、やはり中田島等については、さらに検討を重ねて、早期に、事故が

起こらないうちに対応を考えていっていただきたい、そんなふうに思いますけれど、

どうでしょうか。 

○建設水道課長  中田島につきましては、地元からも安全対策をという要望が、昨年、されておりま

す。そうした中で、当面の措置としまして、路面への表示、あるいは看板の設置等は

していくということで考えております。 

また、遊び場等のスペースについては、すぐそばにわずかなスペースがあるわけで

すけれども、それ以外につきましては、なかなか候補地がないという中で、当面はい

たし方がないのかなあというふうに思っているところであります。 
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○９  番 （竹沢久美子） 当面できることはやるということですので、理解はできますけど、

事故が起きてからでは取り返しがつきませんので、そうした面での対応を、ぜひお願

いしたいと思います。 

それでは３点目の若者の未婚率が高いという問題についてお聞きしたいと思います。 

若者の晩婚化、未婚化が増えているのはご承知のとおりだと思いますが、この問題

は、若者の働き方というより働かされ方、派遣やパートで身分保障がない、交代勤務

や休日勤務など労働環境が整備されず、未来の展望や希望が持てない状況など、若者

たちの置かれている社会的な状況も大きな要因かと思います。 

私たち団塊の世代は、目標を持って頑張れば何とかなる、そういう世代でした。 

しかし、今の若い人たちを見ていると、頑張ってほしい、いや、頑張っている、で

も大変だなあと思ってしまうというのが正直な感想です。 

結婚がすべてではないと思うし、個々の問題であり、難しい課題ですが、人生の伴

侶を得て家族を持つということは、苦労もあるけれど、喜びや楽しみも増えることで

もあります。 

村として、この資料には載っておりますけど、未婚者の実態把握はされているか、

まず、お聞きしたいと思います。 

○振興課長  今、社会的な晩婚化の要因等もお話をいただいたところでありますが、未婚者の婚

活事業というような取り組みの中で、今、営農センターを中心に取り組んでいる状況

等の報告をさせていただきたいと思いますが、今の未婚者の実態把握という点につき

ましては、ご質問にありました、一昨年、策定をした定住促進計画の中にも未婚者の

実態ということで昭和 60 年以降の年代別の未婚率の推移ということで数字を挙げて

ございます。それによりますと、平成 22 年、2010 年の時点で、例えば、全体では、

20 代～50 代にかけての独身者の数でありますが、そういった数字も拾ってございます。

目立つのは、やっぱり 30 代の男性の未婚率が 22 年の時点で 42％というような数字に

なってございますし、同じく 30 代の女性に関しては 23％というような数字になって

ございます。 

そんな中で、村――村といいますか、そういった若者の未婚率の増加という点につ

いては、農業を初め商工業、また、地域における共通の課題という中で、持続可能な

村づくりを考えていく上では重要な課題と考えております。 

そういった中で、村の各産業の後継者を確保して地域を元気にしていくため、農商

工連携事業の一環として、営農センターが主体となって観光協会、商工会等と連携を

しながら平成 25 年度から婚活事業に取り組むこととなり、その第１弾として独身男女

の出会いの場をつくるということを目的に、ことしの３月に第１回の婚活イベントを

企画して開催をしたところであります。急な呼びかけではございましたが、村内外か

ら 20 代～40 代の男女 20 名、申し込みについては 20 名ございました。当日、出られ

なかった方もございましたが、公的な団体が主催するということでの信頼性も高いと

いうような声もあり、参加された方にも総体的には好評であったと聞いております。

平成 26 年度、今年度においては、村でも営農センター補助金に婚活事業の取り組みに
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対して補助金を上乗せをしながら、昨年の３団体に加えて、ことしは村の社会福祉協

議会の結婚相談所のほうにも加わっていただいて、年間を通じて取り組む計画をして

おります。４月以降、２回ほど打ち合わせをする中で、前回の反省、意見等を参考に

しながら、本年度、平成 26 年度の中で４回のイベントを計画をしております。今年度

の取り組みにつきましては、実質的な成果に結びつけるということを第一に考えてお

ります。近年、婚活イベントは各地で開催をしておりますが、やはり結婚については

本人の意識の問題が第一ということで、まずは意識啓発と個々のスキルアップを図る

ということを趣旨に、４回のうち２回は講師を招いて婚活セミナーをあわせて行う予

定であります。ほかのイベントの様子などもお聞きをしますと、そういったセミナー

をセットで行うことで自己啓発が図られ、一定の成果があったというようなことも聞

いております。また、初回では、年齢層に幅があって中には話ができなかったという

ような反省もありましたので、各回ごとに、ある程度、その話が合うようにターゲッ

トを絞って参加者を募集して、また、内容や、そのスタッフの対応などについても、

より参加しやすいように工夫をしてく予定でございます。今年度の第１回目の婚活イ

ベントとして７月５日の土曜日に予定をしておりまして、先般、広告も入ったと思い

ますが、今、募集をしておりますので、もし、周りに該当される方がいらっしゃいま

したら、ぜひお声かけいただきたいと思います。 

○９  番 （竹沢久美子） 次の質問でお聞きしようと思った内容とか、そうしたことも、今、

答えていただいて、私も、この広告が入りましたので、うちの娘にも見せて、怒られ

ましたけど、ぜひ、こうした機会というか、継続的なものがなされると本当にいいん

じゃないかと思いました。それで、これもなかなかＰＲができていないんで、ぜひ、

お近くにそうした方がいられる方たちは、声かけとかＰＲ、そうしたものをもっとやっ

ていって、本当に中川村で住みたい、そして暮らして子育てをしたいっていう人たち

を増やしていっていただきたいと思います。 

今、答弁をいただいたんで、ちょっと八重になりますけど、結婚相談員の方もここ

の組織へ加わっていただくということなんで、非常にありがたいと思うんですけど、

議会でも、先日、この結婚相談員の方たちと懇談をしました。そうしたときに、大変

努力されているんですけど、今の若い人たちの結婚観なども昔と違い、苦労してもな

かなかカップルが誕生しないっていうようなお話でした。現状は、そんなに変わって

いないのではないかと思いますけど、今回、こうした組織も巻き込んで、村として大

きく独自の対策っていうことが必要っていうふうに私も思っていたんですけど、これ

でカップルができたらお金を出すとか、そういう問題でもないと思いますので、ぜひ、

みんなで温かく見守って、そして、こうした機会になかなか出てこられない人たちを

いかに参加させるかっていうような、そうしたことも努力していく必要があると思い

ます。そんな取り組みを、ぜひお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

続きまして、２番目の税外負担金、村道改良地元負担金の、ちょっとこのことに対

してお聞きしたいと思います。 

村へ移住された方の声として、税外負担金、いわゆる地区費だとか公民館などの負
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担のお金が非常に多いと言われることがあります。私たちにしてみれば、インフラが

100％といかない暮らしの中で、当然、あるいは仕方がないとの受けとめをしている部

分でもあります。地区費なども、その地区ごとの歴史や経過で決まってきているもの

もあり、一概には判断できないものです。 

その中で、村道改良地元負担金についてお聞きしたいと思います。 

中川村の道路は総延長が非常に長いということですけれど、他市町村では、負担金

の体制は地元民しか通らない路線に限定されています。また、南箕輪村などでは、駒ヶ

根市は条例などないようですけど、徴収していないとのようなお話を聞いております。 

ずく出し事業だとか草刈り、道路、河川、除雪など、住むための相当の努力を村民

もしております。これは私ごとですけど、私が初めて議員になった 16 年前の９月の一

般質問で、私は、子どもの送り迎えや、そうしたお母さんたちが本当に早朝から困っ

ているっていうことで除雪体制の整備っていうことを早朝からぜひお願いしたいとい

う質問をしまして、そうした声も届いて、今、非常に中川村は除雪体制も確立されて

きているわけですけど、ことしの大雪、２月 14 日ですけど、地区の方の応援も得て、

家族３人で２日間除雪しても大型機械の除雪した道路までやっとで出るというような

状況でした。こうしたことは、ああした場所、美里の陣馬形の麓に住んでいる者とし

ては、別に、そのことをどうこう言うつもりはありませんけれど、高齢化になってき

て、しかも非常に大変な状況になっている中で、住む人たちは、そうした負担という

か、こともしているっていうことを、ぜひ知っていただきたい、そうしたのを１つの

例として、私以外の方たちも、そういう地域に住む方たちは大変な思いをしている部

分もあります。そんな場に住んでおらにゃいいって言いますけど、それは、また別問

題だと思います。 

そうした中で、道路のこの負担金の問題ですけど、地区未加入者に対する対応等は

どのようにしているかお聞きしたいと思います。 

○建設水道課長  地区未加入者への対応っていうことですが、その前に地元分担金について若干申し

上げたいと思います。 

言われている地元分担金っていうのは、条例でいきますと中川村土木関係工事分担

金条例というものがございまして、それに基づいて地元負担金をお願いしているとい

うものであります。条例によりますと、趣旨としまして、その事業により利益を受け

る者、いわゆる受益者から徴収するというふうになっておりまして、道路につきまし

ては受益者であります、中川村につきましては各地区という単位で負担をお願いして

いるっていうのが実態でございます。 

それで、分担金につきましては、さかのぼってみますと、昭和の 45 年から、こういっ

た制度が使われてきているという経過がございます。この間、何度か徴収についての

見直しをして現在に至っているということでございます。 

それで、全村道が対象ということではありますけれども、実際に対象となる道路に

つきましては、基本的に地元から要望があって改良、あるいは舗装している道路につ

いてがほとんどになりますので、そういった意味では、地元の皆さんのご理解もいた
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だいているのではないかなと思います。 

しかし、各地区で未加入者も当然おられるわけで、そういった方からなかなか負担

をしてもらえないという実態も承知をしておりますが、それについては、村としてど

うこうということを言える立場にはございませんので、基本的には各地区の皆さんの

ほうで対応していただいているというふうに理解しております。 

○９  番 （竹沢久美子） 私も、地区のことは地区ということですけれど、今まで、こうした

未加入者、または徴収する路線としない路線があるなどの問題もあるんではないかと

いうようなことを考えて、そうした場合に、何を判断材料にしてかっていうと、今、

言われたように地元要望ということだと思うんですけれども、例えば村の施策として

やるものは徴収しなくて、地元なり、あの多く通る道路でも、例えば地元の要望であ

れば徴収するというようなことが今までにないのかどうかお聞きしたいと思います。 

○建設水道課長  今までの例でいきますと、言われたように村の施策として改良した部分、具体的に

は沖田牧ヶ原線でありますが、については徴収をしていないという実態がございます。

それ以外については、基本的にはご負担をいただいているということです。 

○９  番 （竹沢久美子） もう１点お聞きしたいと思うんですけど、今度、県の過疎代行の道

路についても、例えば北山方飯沼線が、前は徴収しなかったけど、今回は徴収すると

いうようなことがありますけど、そうした根拠はどこから来ているのかを聞きたいと

思います。 

○建設水道課長  今、言われたように、過疎代行の工事つきまして、過去に徴収した、しないという

ことがあったようでございますが、それについても、ほかの工事との整合性、あるい

は公平性という部分で検討がされて、現在では条例に基づいて負担をお願いするとい

う形になっております。 

○９  番 （竹沢久美子） 村民にとっては、村道が１級だろうが２級だろうが、また、その他

村道だろうが、そうしたことは余り関係がないのではないかと思います。私は、今の

状況を見ているときに、道路の地元負担金っていうものは、将来的には、ある程度、

なくすべきではないか、また、そうした時期に来ているんではないかっていうような

ふうに考えておりますけど、その辺はいかがでしょうか。 

○建設水道課長  地元負担金の徴収の基準は今のままでいいかということにつきましては、確かに、

今、言われたような声もあります。それから、過去、徴収してきた経過の中で、取っ

た、取らないということもあります。それで、今の基準のままでずっといいかといい

ますと、やはり検討の余地はあるのかなというように思います。 

ただ、今すぐということではなくて、ある程度、改良や基礎工事が進んだ段階、そ

れで、具体的には各戸当たり幾らという基準がございますけれども、それが一定額以

上に達した段階においては見直しをしていくということも必要になるかな思っており

ます。 

○９  番 （竹沢久美子） ただいま課長から、各戸当たりの金額についても、非常に中川は高

額であるっていうふうに思います。よその事例で見ると、こんなに高額な負担金を取っ

ているところはそうないんじゃないかという感じもしますので、まず、その検討をさ
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れる場合には、こうしたこともぜひ検討の中へ入れていっていただきたいと思います

が、その辺はどうでしょうか。 

○建設水道課長  そういったことも考慮して検討を進めていきたいと思います。 

○９  番 （竹沢久美子） 地元負担金のことだけを取り上げて、ちょっと、最後、お聞きした

んですけれど、決算で多くの繰越金が出ることは、事業推進上の努力もあるかと思い

ますし、ですが、これが多ければよいというものではないと思います。地域で定住し、

そして文化も継承していく上でも、インフラ、特に道路はなくてはならないものです。

村外からの移住者も多く迎え、また、定住促進を進めるためにも、私は、この道路の

地元負担金っていうものを、すぐというわけにはいかないということですけれど、ぜ

ひ、なくす方向、また、上限を、取る以上、やっぱり上限を下げる、そうした努力を

されるべきではないかと思いますけど、その点についてお願いいたします。 

○建設水道課長  ご意見として承っておきます。 

○９  番 （竹沢久美子） 非常にそっけない答弁でございますけど、ぜひ努力して、村民が、

やっぱりここで暮らし続けられる、そうした視点で、ぜひ、定住促進のことも進めて

いっていただきたい、そんなふうに思います。 

私の質問を終わります。 

○議  長  これで竹沢久美子議員の一般質問を終わります。 

ここで暫時休憩といたします。再開を午前 10 時 40 分とします。 

［午前１０時２７分 休憩］ 

［午前１０時４０分 再開］ 

○議  長  休憩前に引き続き会議を再開します。 

一部訂正がありますので、きょう、お配りしてあります日程表の３番 中塚礼次郎

議員の質問項目のところの字が「安部自公政権」の「安部」の「部」の字が違います

ので、訂正をお願いいたします。 

１番 中塚礼次郎議員。 

○１  番 （中塚礼次郎） そういうわけですので訂正をお願いします。 

私は、さきに通告いたしました安倍自公政権の進める農政改革について質問をいた

します。 

安倍自公政権は、環太平洋連携協定、ＴＰＰ交渉の妥結に向けて全力を挙げていま

すが、それと一体で進めているのが国際競争力をつけるとする農政改革であります。

１つに農地中間管理機構の創設、２つに経営所得安定対策、３つに水田フル活用と米

政策の見直し、４つに日本型の直接支払の創設、この４つの対策を挙げておりますが、

この農政見直しは、農業関係者の声より政府の産業競争力会議などで示された農業の

大規模化や企業参入の加速化を求める財界代表の意向を受け、極めて性急に行われた

ものだと言われております。政府の説明会で将来を見通せないとか農村は混乱させら

れているというなどの批判が自治体や各農協関係者から噴出しており、農業を営利企

業の新たな商機にすることを求める財界の意向に沿った農政改革は、ＴＰＰを前提と

して、家族農業経営とその共同を基本としてきた農政の基本を変えてしまうことにな
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ります。 

さらに、安倍内閣は、財界代表中心の産業協力会議などを通じ、小生産である農民

の互助を出発点とした農業協同組合や農業法人、農民代表が中心になっている農業委

員会の活動の見直しを進める考えを明らかにしています。 

先ごろは、政府の規制改革会議でも農協の解体を進める考えを明らかにしています。

農地、農業の担い手を確保していくために企業の参入は必要であり、それを容易にす

るためといいますが、大規模農家や参入企業しか経営が成り立たない農業に変貌して

いくことは明らかです。 

これらは日本の農業にとっても基幹産業である中川村の農業にとっても死活的な問

題と考えるわけでありますが、この点について村はどのように捉えておられるか質問

をいたします。 

○振興課長  ただいまご質問のありました件についてでございますが、今回の国の農業政策の見

直しは、今、お話がありましたように、担い手、いろんな意味での担い手であります

が、農地集積、集約化を促進し、農地の有効利用と農業経営の効率化を図ることを主

眼に、米の生産に関しても国の戸別所得補償や生産調整に頼らない自主的な需要調整

の方針を打ち出すなど、農業を足腰の強い産業としていくための構造改革であるとさ

れておりますが、当村のような中山間地域で圃場条件が悪い地域、また、先ほど話の

ありましたように家族経営を中心とした小規模経営の農業を営んでいる地域にとって

は課題も多いと考えます。 

中山間地域の農業を維持していくための制度、政策を引き続き国に要望しながらも、

こうした国の方針と具体的な施策が示された以上、当面は、これに対応して中川村の

農業、農地をいかに維持し、生き残っていくか、将来を見据えて関係組織や農家の皆

さんとともに真剣に考えて方向づけを行っていく必要があると考えております。 

具体的には、個別の施策への対応など、今後、営農センター、地域再生協議会等を

中心に検討をしてまいりたいと考えております。 

○１  番 （中塚礼次郎） ただいま振興課長のほうからご答弁いただきましたが、この中川村

で農業を営んでいる農家の皆さんにとっては、大変死活的な問題だというふうに村と

しても捉えておっていただくし、今、課長が言いましたように、もう、中川村みたい

な中山間地でどういうふうに農業でやっていくかということは、本当に大変な問題だ

ということで、上げられる声は上げて、こういった中山間の農業を守れるような方向

で、営農センターなど、農協などの各組織を中心に取り組みをしていっていただきた

いというふうに思います。 

次に、対策の一つである農地の中間管理機構についてでありますが、この機構は、

都道府県に１つの機構をつくって、高齢化などで耕作が困難な土地を預かり、担い手

に集積しようというものですけれども、農水省の攻めの農林漁業などで示された当初

の構想では、耕作放棄地対策を重要な課題としていました。増加する耕作放棄地を含

め、利用困難な農地を機構が借り受け、整備を行い、行った上で担い手農業者に貸し

付けるというものですが、耕作が困難で農地の預け先を探している人や整備が不十分
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な農地を引き受けている農業者からも期待されておりました。地域の話し合いで担い

手を決め、農地の集積を図ってきた農地・人プランを生かせると思われていましたが、

成立しました農地中間管理機構法は、その期待を大きく裏切るものとなりました。そ

の主な点でありますが、第１には、機構が借り受ける農地はあらかじめ借り手がなけ

ればなりません。要するに機構は農地を抱え込まないようにするということ、第２は、

借り手は公募を原則として、都市部の企業を含め、地区外の希望者も公平に扱うとい

うことにされていること、第３に、農民が多数を占め、農地の事情に詳しい市町村の

農業委員は、機構から求められたときに協力するだけということになっております。

その結果、耕作放棄地の解消が目的から外され、借り手が公募されるなど、農地を荒

らさないために努めている地域農業の現場からかけ離れ、中山間地域など、耕作が困

難なところほど利用しにくくなります。それにより、耕作放棄地は減らずに、優良な

農地へ営利企業が進出しやすい仕組みとされました。この成立した農地中間管理法と

耕作放棄地対策を進めていく上での考えを質問いたします。 

○振興課長  ただいまのご質問にありました農地中間管理機構は、貸し手から担い手への農地の

流動化の調整を図る役割を果たす公的な機関として制度化され、長野県では長野県農

業開発公社がその役割を担うこととなっております。遊休農地対策や人・農地プラン

による担い手への農地集積を促進する上では、その役割に一定の期待をしているとこ

ろであります。 

しかし、今、お話がありましたように、当村のような中山間地域の圃場条件の悪い

農地や荒廃地など、果たして機構で受けてくれるのか、担い手への流動化が図られる

のかは、実際に動き出して見ないとわからない面が多くあります。まだ、詳細につい

て説明、示されていない段階でございまして、これから、具体的などのように進める

かという説明が今月中にあると聞いております。 

これまで説明を聞いている中では、機構が事業を進める上では、業務の一部を市町

村等に委託をして実施する、また、市町村、農業委員会、ＪＡ等、関係機関と連携し

て推進するということを原則としております。そういうことで、お話のように機構の

ほうで事務的に全くすべて処理されるということではなくて、市町村等と連携が求め

られてくると思われます。 

また、貸付先の選定ルールにつきましても、基本的な考え方として、既に安定経営

を営む者に支障を及ぼさないこと、新規就農希望者が効率的、安定的な経営を目指せ

ること、対象農地の隣接者が借り受けを希望する場合を優先する、人・農地プランと

の整合性に考慮し、希望条件との整合性、地域農業の発展に資する程度により優先順

位をつけて協議するというような基本的な考えが示されております。 

先ほど申し上げましたように、具体的な事務手続については、これから説明がある

ということでありますが、どこまでの業務が市町村に委託をされ、また、その農地の

配分計画についてどこまで市町村がかかわるのかというところについては流動的であ

りますが、農業中間機構である農業開発公社のほうからの説明では、いずれにしても、

その市町村の実情や意向を踏まえて、市町村と協力と連携を図りながら農地の流動化
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が図られるように進めていくというようなお話でありますので、ぜひ、そういった方

向で進めていただけるように市町村からも働きかけていきたいと思っております。 

○１  番 （中塚礼次郎） 次の、ちょっと質問に関係のところまで、今、課長が触れられまし

たが、次にですね、この農地行政を軽視という、こういった問題なんですけれども、

それは、産業協力会議などで示された財界代表の要求を受け入れて、農業者の願いも

農地行政の蓄積も軽視されているという点が問題だというふうに思うんです。財界の

代表からは、条件の悪い耕作放棄地が機構に集中して滞留することになることは避け

るべきだというようなことや、人や農地プランが優先されたら農外の企業が参入でき

なくなる、公平に扱うべきだというふうなこと、それから利害関係者の組織である農

業委員会は排除すべきだなどというふうな要求もされてきました。農地中間権利機構

による農地の集積は、2013 年度の補正予算で 400 億円、14 年度の予算では 305 億円が

計上されて、膨大な金額が都道府県に配分されております。配分されておりますが、

多くの都道府県では、長野県の場合でも６月ごろという、今、課長の話がありました

が、機構の発足も実施要項もこれからという状態なわけであります。機構に対し問題

点を指摘しつつ、農地を維持、改善させる具体的な要求を提示を、提案をして、農地

の条件や地域が培ってきた共同などを生かした運営を行わせる取り組みが大変重要だ

というふうに考えるわけです。先ほど、この部分の細かい点について、少し、この農

地中間管理機構のものが全く、この機構でなくて行政の段階まで下ろされてくるとい

うふうな課長からの説明がありましたが、細かい詳細はこれから具体的に下りてくる

というふうに思いますが、できるだけ、この機構が、私たち、この農業をやっていく

ものにとって本当に農業をやりやすくなるようなものにするために、そういった運営

をさせていくというふうな提案なり条件を出していくということが大変重要だと思い

ますが、先ほどちょっと聞きましたが、振興課長の構えをお聞きいたします。 

○振興課長  今、お話がありましたように、具体的な内容、これから示されてくると思います。

これについては、中川村だけではなくて、同じ全市町村、この地域、同じ課題だと思

います。そんな中で、ほかの市町村とも連携をしながら、そういった声を機構のほう

に上げてまいりたいと思っております。 

それから、先ほどちょっと申し上げませんでしたが、農地の貸し借り、流動化に関

しては、この中間機構を介してというのがすべてではございません。従来の農地法で

あったり、農地流動化の利用集積であったり、そういったことでも流動化が図られる

わけでありますので、そういった既存の制度も、この地域内では活用しながら進めて

まいりたいと考えております。 

○１  番 （中塚礼次郎） 流動化の方法やいろいろあるというふうに言われておりますが、今

回、打ち出された政府の方針っていうのは、ある程度、力強く進められるというふう

に思いますので、それに負けないような、こっちで防衛策なりをとっていく必要があ

るというふうに思いますが、ぜひよろしくお願いいたします。 

次に米の生産調整の問題でありますが、この米の生産調整は、さまざまな問題があ

りましたが、全国に百数十万の生産者がいる米の需要と供給、価格の安定を図るため
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に国の責任で行ってきた政策であります。米の需給が達成されました 1970 年代から始

まって、内容は何回も変えられてきましたが、農政の大きな柱になってきたわけであ

ります。 

農政見直しは、その米の生産調整を５年後に廃止し、米生産と農業団体の責任で生

産調整を行わせ、価格も市場に任せるというものであります。同時に、戸別所得補償

も見直されました。米の生産調整への参加を条件に支給されていた米の直接支払交付

金、10ａ当たり 1万 5,000 円を廃止し、激変緩和措置として 2019 年までは 7,500 円の

半額にして実施がされます。米が低落した場合に支給する価格変動調整金は 14 年度か

ら廃止がされます。米の直接支払は、米価が下落を続け、コスト割れになっている現

状を補償するために設けられているものであります。安定した収入となるために多く

の農家が制度に参加してきましたし、農業機械や施設の購入、雇用労働の確保などに

生かされ、大規模経営ほど依存の大きい制度になっておりました。集落営農や大規模

生産者からも、突然、半減されたら予定が狂うとか、消耗の激しい機械の更新も雇用

者への賃金支払いも困難になるというふうな深刻な声が上がっております。政府は、

米は高関税に守られているため、この助成は必要ないというふうに説明しております

が、もともと生産者価格が下落して多くの農家がコスト割れを起こしていることへの

支援ということであります。現に米価の下落傾向が続いておって、助成の廃止は米生

産への依存が大きい生産者ほど大きな打撃を受けます。政府が育成するというふうに

言っております大規模経営が最も大きな打撃を受けることは明らかであります。 

国の責任で米の需給を安定させて国内消費を拡大、経営規模にかかわらず多くの生

産者が安心して生産できる価格の補償と安定に力を入れさせる施策の実現を求めてい

くことが重要ではないかというふうに思うんでありますが、村の考えを聞きます。 

○振興課長  ただいまの米の生産調整の廃止等々のお話でございますが、今、お話がありました

とおり、米の直接支払交付金に関しましては、本年度から５年間ということで 1 万

5,000 円から 7,500 円に引き下げられることになりました。また、水田フル活用とし

て、主食用米だけではなく、麦、大豆、飼料米など需要のある作物を振興しながら、

行政による生産数量配分に頼らず需用に応じた主食用米の生産が行われるよう、５年

間の間に環境整備を進めながら、平成 30 年産米から直接支払交付金を廃止するとされ

ております。 

戸別所得補償として制度化された、その米の直接支払交付金でありますが、この廃

止は、今、お話がありましたように、個々の米の生産者にとっては直接的な収入源と

なり、影響は避けられませんが、これを補うためには、経営規模拡大、そういったと

ころの農家への影響も大きいというお話もございましたが、より、そういった中で農

地を集積して作業の効率化、経費の削減を図っていくことが必要と考えております。 

また、地域全体で水田のフル活用ビジョンを検討する中で水田活用の直接支払交付

金、山地交付金などを有効に活用し、主食用米以外の作物への誘導も、今後、検討が

必要かと考えます。 

また、５年後の行政による米の生産数量目標配分の開始に向けましては、いずれに
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しましても市町村単位でその需給調整を図るということは困難であり、生産者と集出

荷業者、団体との調整が円滑に図られるような仕組みと環境整備が必要であると考え

ます。それに向けた指導、支援を国に要請していくことが必要と考えています。 

○１  番 （中塚礼次郎） これから生産者と集荷団体、農業ということになるというふうに思

いますが、その責任で生産調整をやらざるを得ないような形になっていくということ

で、行政が、その点をどういうふうに行政として方向を持っていくかということを、

行政は全く関係ないというふうにはならないというふうに思いますので、ぜひ、その

点をしっかりお願いしたいというふうに思います。 

若干、課長のほうでも、今、触れましたが、水田対策の面では、米以外の本作とし

て、転作でない、米以外の生産も本作として奨励するという水田フル活用ビジョンと

いうのが打ち出されました。その目玉とされているのが飼料米の生産ということで、

収量に応じて10ａ当たり5万5,000円～10万5,000円の範囲で支給がされるというふ

うになっておりますが、そのためには主食用の 1.3 倍以上の収量が必要だということ

など、収入が増える保証はないのが現状というふうに言えます。 

米の生産が需要を上回る中で、自給率の低い飼料米へ米や稲を振り向ける取り組み

は必要なことでありますが、需用の確保だとか、食料米への混入防止、種子の確保な

ど、解決しなければならない多くの問題を抱えておりますが、この方針が出されたと

きに、まあ、それじゃあ飼料米をつくればいいじゃないか、水田も荒れなんでという

ふうに、まず簡単に考えた農家の方たちが多いというふうに思いますが、ところがどっ

こい、そんねん簡単なものではないというふうな内容だというふうに思うわけですが、

その点についていかがですか。 

○振興課長  ただいまお話のありました飼料米の生産についてでありますが、飼料米の生産を行

うには、まず、生産者と畜産農家や飼料米を買い受ける事業者と販売に関する契約書

を締結して新規需要米取組計画書を関係機関へ提出する必要があるとされております。 

主食用米にかわる作物として、今後、水田活用の直接支払交付金などを活用し、飼

料米や加工用米の生産を検討する必要はあると思われますが、中川村内においては、

畜産農家は極めて少ない状況にあり、これに取り組むには市町村を越えた連携や調整

が必要となると思います。その実際の販売先につきましては、国、都道府県、地域再

生協議会が連携して稲作農家と畜産農家をマッチングする取り組みや全国の配合飼料

メーカーへ供給する仕組みなどもあるそうです。また、この上伊那地域においても、

本年度、農業改良普及センターがかかわりながら、地域内で飼料米の生産、粉砕、飼

料用として活用して、それを粉砕をして、畜産農家へ提供するというような取り組み、

地域内での流通体系の確立に向けた実証的な取り組みも行われると聞いております。 

それから、先ほど、実際に、その飼料米を栽培するについての問題、課題が多いと

いうお話もいただきましたが、その収量を上げるためにさまざまな品種が、地域に合っ

た品種があるようでありますが、その多収性専用品種を導入する際には、圃場の準備

から収穫、乾燥、調整まで、それぞれの段階において主食用米に混入をさせないとい

う、それを厳しく管理する必要があります。 
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実際にここで作付をする際にはどうしていったらいいかということについては、ま

た営農センター等で検討をしてまいりたいと思っておりますが、これに関しましては、

農水省において多収性専用品種の栽培マニュアルというものが示されております。基

本的には、これに従って適正に行っていくということが必要かと考えております。 

いずれにしても、中川村として飼料米を導入して取り組むかについては、今後の、

その需給の動向、それから採算性を考えながら、営農センターを中心に考えてまいり

たいと考えております。 

○１  番 （中塚礼次郎） 今後、この飼料米についての取り組みも検討されて進められていく

というふうに思いますが、十分に営農センターを中心として進めていっていただきた

いというふうに思います。 

次に、経営対策ではですね、麦や大豆、テンサイなどに対する直接支払交付金、米

畑作物の収入減少の影響緩和措置というのが 15 年度から対象者を認定農業者、それか

ら集落営農、認定就業者に限定して継続されるというふうになっておりますが、面積

要件はなくなるものの、兼業を含む多くの生産者が対象から外されるということにな

るわけであります。対象条件として集落営農への取り組みが必要となるわけでありま

すが、中川村の現状として、集落営農への取り組みが思うように進んでおらんという

のが現状だというふうに思うわけであります。村としてのその対策について質問をい

たします。 

○振興課長  ただいまお話のありました経営所得安定対策に対する対応につきましては、今、お

話があったとおり、平成 27 年度以降、この畑作物の直接支払交付金、それから収入減

少影響緩和対策については、認定農業者、集落営農、認定農業者のみに実施されると

いうこととなっております。また、集落営農組織に関しましては、組織の規約がある

こと、対象作物の共同販売経理を行うことが条件とされております。 

中川村において影響が多いのは、米の生産調整の主要作物として作付されている麦、

大豆、ソバなどへの直接支払の交付金かと思います。認定農業者、認定就農者へは引

き続き対象になりますが、それ以外の農家が個別に作付しても現行どおりの交付は受

けられなくなるということでございます。 

現在、中川村では、46 名の方が認定農業者として認定をされておりますが、今後、

こういった農政の方針の中で、担い手となる認定農業者を増やし、認定農業者へそう

いった集積を図ると同時に、今、お話がありましたように、集落営農組織での農地管

理と共同販売経理の検討が必要かと考えます。 

来年度以降の具体的な対応については、現在、村営農センター、地域再生協議会幹

事会において検討しており、今後、常任委員会等においてご協議をいただき、来年度

以降の方針を定め、地区営農組合、集落営農組合、また農家の皆さんにご説明をして

まいりたいと考えております。 

○１  番 （中塚礼次郎） ただいま振興課長から答弁いただきました。中川の場合には、麦と

か大豆、ソバが主体で、今、それぞれの農家が減反の水田等に作付をしているわけで

ありますけど、ソバの価格、大豆の収量的な問題だとかいうようなものから考えて、
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今までも、この直接支払交付金というふうなものが、15 年度からは、先ほども言いま

したように認定農業者だとか集落営農というような方たちに限られて、ほかの農家は

対象外になるというふうになるわけでありますので、これを何としても、米の調整を

図っていく上では、ソバだとか大豆だとか、米にかわる作物を栽培して調整を図るっ

ていうことをそれぞれの農家がやっていかんならんということになるというふうにな

るんですが、その点を収入的にカバーするためには、どうしても、この交付金を受け

る対象の組織をつくるということでは、ただいま振興課長から答弁ありましたように、

集落営農をいかに取り組むかということが非常に大事なことだというふうに思います

し、それが最低条件というふうになるというふうに思いますので、営農センターを含

め、しっかりした取り組みを進めていっていただきたいというふうに思います。 

次に、最後になるんですが、今回、農業の多面的機能の維持と発揮のための地域活

動を支援する日本型直接支払というものが創設され、村として事業の説明会も開かれ、

村内 26 の各組織での取り組みも始まっていますが、農業生産を通じた農地、水路、あ

ぜの維持が国土、環境、景観の保全に果たしている役割を評価して、その労働を支援

する直接支払は、積極的な意義があるというふうに私も思うわけであります。 

それで、現場で使い勝手のよいものにしていくことが大変大事だというふうに考え

ております。 

多くの組織が取り組むわけでありますが、問題とされているのが事務処理でありま

す。担当部署による事務説明会も開催されているわけでありますが、会社などの勤め

の関係だとか、時間的には、ある程度、余裕があっても、パソコン等を思うように熟

知されておらんというふうなことで、この事務処理が事業への取り組みの支障になっ

ているというふうに、私は２つの組織の事務処理を担当しておりますので、つくづく

そういうことがネックになっているのかなあというふうに思うわけであります。それ

で、今までも指導、支援という点ではお骨折りをいただいているわけでありますが、

特に、この事業実績の報告だとかいうふうなことで、この事務処理に対するアドバイ

スだとか、指導だとか、援助について、どんなふうに考えられているか質問いたしま

す。 

○振興課長  今、お話がありましたとおり、今回の見直しで、従前の農地・水保全管理交付金か

ら日本型の直接支払制度ということで、多面的機能支払交付金に移行になりました。

これよりまして、従前の制度で取り組んで既に協定書を作成して活動に取り組んでい

る組織につきましても、今年度から新たに５年間の計画を作成して交付金を受けられ

るということになっております。先般、説明会をさせていただき、これに取り組んで

いただく組織、先ほど 26 とおっしゃられましたが、22、新たに取り組むこととなった

組織が２組織ございまして、合わせて 22 の組織で取り組むことになっております。こ

の交付金については、今、お話のとおり、各集落で地域ぐるみで多面的な機能を維持、

向上させていくという点で、地域でのいろいろな共同作業を含めて、共同活動におい

て有効に活用できる一方、やはり国の交付金制度ということで会計検査の対象にも

なっておりますので、適正な事務処理が求められており、そういった点では経理、関
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係書類等に事務が煩雑であるということは事実でございます。昨日、説明会、当初の

説明会をお願いを申し上げたところでございますが、今後も事業の進捗、執行に合わ

せて、昨年は、大体、年度当初と最後の実績に合わせてということでございましたが、

年数回ほど、具体的に事務をされる方々に集まっていただいた事務の説明会、それか

ら指導、支援も行っていく予定でございます。これ以外にも、実際の農業施設の適正

な維持管理、水路の補修なんかに関する研修会なども、現場の研修会を開催をしたり、

それから、担当者のほうで各組織の個別の、そういった書類作成についても、ご相談、

支援なども、随時、対応してまいりますので、ぜひ、困った場合には担当のほう出て

きていただければと思います。 

先ほど申し上げましたが、ちょっとご質問の全体を通してでございますが、国の政

策云々という点では、今回、示された方針については、政府の方針が変わらない限り、

基本的な政策は変わらないと思われますし、逆に、今後、政権交代や国際情勢の変化

で、また、逆に政策が変わるというようなこともあり得ると思います。いずれにして

も、そういった国の制度、政策に振り回されない中川村の農業、農地を維持、継続し

ていける仕組み、組織づくりが必要と考えておりますので、中川村のこれからの農業

のあり方、営農体系などについて、営農センター、地域再生協議会、常任委員会を中

心に、ぜひ、この機会に議論をいただいて、今後の中川村の農業について考えていた

だければと思っております。常任委員会については、関係組織、団体の代表の皆さん

に委員になっていただいておりますので、ぜひ、そういった場で建設的なご意見を賜

りたいと思っております。 

以上、よろしくお願いします。 

○村  長  今、大変すばらしい答弁をやってくれまして、まとまっているところで、今ごろに

なって割り込んで申しわけないんですけども、ちょっと私も参加させていただきたい

なと思います。 

今朝のテレビだったか、新聞だったか、企業の農業への参入についての条件を、ま

た２つほど条件を緩和するんだというふうなことを言っておりました。 

我々はいつも、私、いつも思うんですけど、何か、こう、目的と手段というか、目

先の目的のほうに偏り過ぎて、大きな目的を見失うっていうふうなことが我々は非常

にありがちだなというふうに思っておりまして、農業の強化だとか、輸出産業にする

んだとかいうようなことがありますけども、一番大事なのは、やっぱり暮らしている、

特に中川村、我々にとっては中川村の皆さん方の暮らしというのが充実したものと

なって、きのうも申し上げましたが、この美しい村としての持続をどういうふうにし

ていくかというふうなことが大事なのであって、余り国の政策に、課長も言いました

ように振り回されたりすることよりも、しっかりとした、その目的を持っていくこと

が大事かなというふうに思います。私は、そういう意味で、この地域の、その共同体

が、こう、美しい形で維持されていくという中では、例えば、極端なことを言えば、

兼業農家でもいいし、株式会社が参入されて機械化されて、人は全然おらんようになっ

て、数人のオペレーターだけでやっていて、村には、人口、随分減りましたっていう
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のでは、全然、村にとってはメリットがない話だと思います。農業生産性、出荷額が

上がったとしても、人がおらん、人が要らんような農業になってしまっては意味がな

いことだと思いますし、ここで我々の暮らしが持続されていくということが大事かと

思います。そういう意味では、兼業農家の人たちにも頑張っていただきたいし、いわ

ゆる半農半エックス的な形も歓迎する、その中で一緒に地域の作業をしていただいた

りっていうふうなことをやっていただければありがたいのかなというふうに思います。 

国の制度がいろいろ変るんですけども、それについては、したたかに、利用できる

ところは利用しながら、といって過度に依存しないやり方で、そういう姿勢を持つこ

とが大事かなというふうに思います。 

同時にですね、我々の自身の暮らしのあり方といいますか、農業のあり方というふ

うなことについても、また、改善っていうか、向上させていくっていうが必要かなと

いうふうに、どういうふうにその国の制度を利用するかだけではなくて、国の制度と

は別のところで、どう、その収益を上げていくのか、そういうふうにいうと、村の場

合、その果物の贈答用として直接に売っていたりっていうふうなところっていうのは、

もう、先進的に大変早い時点から、そういう、どうやって売るのかっていうふうなこ

とに取り組んできたというふうなことが思うし、そこで、その顧客リストをそれぞれ

の農家が持っている、じゃあ、そのリストをどういうふうに利用するのか、そのリン

ゴとか果樹の販売以外のことでもいい関係をつくって、例えば民宿にしようとか、あ

るいは加工品の販売だとか、ほかの人の何かつくったものを紹介するとかですね、お

互い紹介し合うとか、いろんな形で、特に、その収益を上げていく販売の面で評価し

ていくっていうことは、いろいろできることだというふうに思いますので、その辺の

ところを、それぞれ、やっぱり、農家、観光農園やっている方もいらっしゃるし、民

宿を使用っていう方もいらっしゃるし、いろんな形でできてきて、それが、こう、組

み合わさっていくっていうふうなことが村にとってもいいし、やっている方にとって

もいいのではないかと思います。 

先ほど結婚のお話のところで、なかなか将来の展望が持ちにくい、その経済情勢と

いうか、働き方が自由化されて、どんどん非正規だとかいうような形になったり、交

代勤務が増えてきたりというふうな形のお話もありました。でも、そういうふうに、

すべて自分でコントロールできない形で使われていくような暮らし方じゃなくて、そ

れに対して農業っていうのは、やっぱり字自分でこんなことをしたいっていう自分の

考え、計画みたいなもので取り組んでいけて、自分で時間もコントロールできるって

いうふうなことで、経営者として、農業経営者としてやっていくっていうふうなこと、

非常に大きな魅力が、可能性もあるし、ともかく自分自身で手ごたえを感じられる、

言われたまま、何かよくわからないままやって、ああ疲れたっていうだけじゃなくて、

これやったらこうなるんだ、よし、これでこうすればいいなとかっていうふうなこと

を考えながらやっていけるっていうのが、本当に、その将来展望も持てる、夢が持て

るような職業だというふうに思います。 

別に農業だけではなくて、今、村うちでは、いろんなお店が、食べ物屋さんだとか、
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花屋さんだとか、いろんなお店ができてきて、ぽつぽつと広がってきているっていう

のは、やっぱり、そういう形での創業っていうので、若い人たちが自分のこだわりで

頑張ってみようというのが生まれてきているので、農業と、そういった農業以外の部

分での新たな創業、小さな創業っていうのも組み合わさっていけば、いろんな可能性

があるのではないかなと思うので、今、課題としておっしゃられた国の制度の変更に

ついても、上手に利用しつつ、また、逆に、それにばっかり振り回されて本来の目的

を失わないような形で取り組んでいきたいなというふうに思いますので、また、ぜひ

ご意見をいただきたいと思います。 

○１  番 （中塚礼次郎） 最後に質問しました日本型の直接支払ですが、私の組織の前沢洞と

いう３地区またいだ組織になっているわけですけれども、この事業を通じて水路の改

修だとか、なかなかできない農道の改修というふうなことが、ここ何年かで着実に進

められているというふうなことを考えると、国のこういった制度を利用して、多くの

地域で、この組織、この事業に参加できるところは、できるだけしてもらいたいって

いう意味では、大変、担当の部署からも呼びかけはあるわけですけれども、なかなか

厳しい財政の中で、狭い農道で苦労している農家もあるわけでありまして、そんなこ

とも生かせるように、できるだけ取り組んだらなあというふうに思いますので、お願

いします。 

それから、最後に、振興課長のほうから農家の方たちが聞いて大変心強い決意と方

針が出され、さらに、それに輪をかけたような村長の方針が示されましたので、この

自公安倍政権が打ち出している農政改革、大変、農家は不安に、大きく制度も変わっ

たりということで、思っているわけで、村は一体どういうふうに考えておってくれる

のかなあということが一番心配、不安な点だというふうに私は思います。そういった

意味では、なかなか私の質問に対して快い答弁がありましたので、お礼を言ってはあ

れですけれども、大変いい答弁をいただいたというふうに思っております。 

以上で私の質問を終わらせていただきます。 

○議  長  これで中塚礼次郎議員の一般質問を終わります。 

ここで暫時休憩といたします。再開を午後１時とします。 

［午前１１時３１分 休憩］ 

［午後 １時００分 再開］ 

○議  長  休憩前に引き続き会議を再開します。 

２番 高橋昭夫議員。 

○２  番 （高橋 昭夫） 私は、さきに通告をいたしました２点についてお伺いしたいと思い

ます。 

まず初めに陣馬形山、陣馬形の森公園をどう生かすかということでありますが、私

は、以前に、この陣馬形について、例えば道路の案内板、あるいは土日の、その、何

か、こう、問い合わせといいますか、そういう受付対応といいますか、そんな形の質

問をさせていただいたことがありますが、ホームページを拝見したりしますと、大変、

写真入りのいろいろなメニューがいっぱいあって、陣馬形へ来られる方が大変多い、
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こういうことを感じるわけで、これにつきましては、担当課の皆さんのご努力を初め、

その成果、そういうことから、観光事業の、この新しい気運の芽生えといいますか、

そんな感じがするわけでございます。 

それで、本題に入りますけれども、質問させていただきます。 

信州山の日がことしから７月の第４日曜日に行われることが決まった。山に感謝を

し、山を守り育て、生かすことが制度趣旨であります。 

また、昨年の９月には、信州らしさ、ふるさとを感じる風景として陣馬形の森公園

が、県の中でも、現状の中においては、まだ数が少ないわけでありますが、その中の

１つ、農村風景、ビューポイントに認定をされました。これらを契機として、伊那谷

眺望のきく陣馬形の魅力を、さらに、これからどう村の活性化などに結びつけるか、

登山者の声と村民の意思といいますか、これもまた声でありますが、反映される取り

組みが必要ではないだろうかと、こう思います。 

そこで、ホームページがありますけれども、村内の皆さんは、そういうものを開く

ということが少ないかと思いますので、あえて、ここ数年の登山者の状況はどんな動

きか、そしてまた、どんな対応をされているか、そんな点に説明をお願いしたいと思

います。 

○振興課長  ただいまのご質問の件でありますが、ここ数年の登山者の状況についてでございま

すが、長野県の観光地利用者統計という統計がございますが、これは、数字としては、

陣馬形山と四徳森林体験館周辺を含めた利用者数ですが、平成 10 年の数字が約 5,300

人でございまして、以降、徐々に減少し、平成 15 年の時点では約 2,000 人とされてお

ります。これにつきましては、正確な数字を把握することが困難でありますので、キャ

ンプ場の利用者数ですとか、そういったものをまとめての推計値でございますが、い

ずれにしても陣馬形山キャンプ場の利用者につきましては減少傾向にあったというこ

とは事実と推測されます。その後、林道黒牛折草峠線が平成 14 年に完成をいたしまし

て、車で行きやすくなったこと、また、中高年の登山ブームや、最近では雑誌、新聞、

テレビなどメディアで取り上げられたり、利用された方のブログやフェイスブック、

ツイッターなどインターネットを介した口コミなどによりまして、陣馬形への来訪者

は年々増加傾向にあり、特に、一昨年、昨年あたり、かなりの実際に登っている方は

増えていると感じております。一応、統計数字では、25 年度、約１万人を超える利用

者ということになっております。 

また、今、ご質問にもありましたとおり、県が平成 25 年度から始めた世界に誇る信

州農村景観育成事業として、信州ふるさとの見える山として、昨年９月に認定をされ、

伊那谷を代表する景観ポイントとして認知度も向上しているものと考えます。 

村のほうでも陣馬形への問い合わせが非常に増えておりまして、陣馬形への案内用

のチラシですとか、そういったものも用意をして、陣馬形へ行きやすく、そういった

対応に努めているところであります。 

○２  番 （高橋 昭夫） 陣馬形へは、歩きで登る方、あるいはオートバイ、乗用車、家族、

団体、ハイキングとかキャンプ、ときによりますと夜の夜景をという形で足を進める
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方も多いと聞いております。登山目的というものに触れて、その内容をご説明いただ

ければと思います。 

○振興課長  登る方の目的ということでございますが、何といっても陣馬形山から伊那谷、中央

アルプス、南アルプス、両アルプスを一望する眺望が魅力であり、県内を中心に、中

京方面や関西・関東方面からも広く訪れていただいております。 

また、村内や近隣市町村からも、こちらに来ていただいたお客さんを連れて来られ

るというようなケースも増えていると思いますし、また、リピーターの方も増えてい

ると思われます。 

交通手段につきましては、林道が整備されたことで、自家用車で日帰りで訪れる方

が圧倒的に多いと思われますが、バイクの雑誌やインターネットの情報などでバイク

愛好者も大変人気があると聞いております。 

キャンプ等の宿泊利用者は、夏休みの時期を中心に、５月の連休や、その後の、昨

年あたりは、その後も特に３連休になるときにはテントサイトがすべて埋まってしま

うというほど混み合うような状況でございます。 

また、先ほど申し上げましたが、近年、中高年を中心とした登山ブームで登山道を

利用した徒歩による登山者も増えております。通常は春や秋が主でありますが、こと

しは年末に、ちょうど、昨年、年末に山の雑誌に掲載されたということもございまし

て、冬の登山者も多くあったと聞いております。 

登山者の利用目的、状況等については以上であります。 

○２  番 （高橋 昭夫） 現在、大体１万人ぐらいの方が陣馬形に登られると、こういうこと

であります。さきには、陣馬形の小屋に管理人の方がおられたりして、上に登った人

たちと接する、あるいは会話をするというような形で、その状況がつかめたかと思い

ますけれども、今は、そういう場がありませんが、来られた方の、どういう形で登っ

たのか、あるいは登ってどういう感想を持たれたのか、そしてまた、トイレや、さま

ざまに何か要望等があるというものは、先々に大変参考になるわけでありますけれど

も、そうした事項について、どんな手段で、どう把握をされているかお聞きしたいと

思います。 

○振興課長  登山者の利用者の方の声につきましては、特にアンケート調査などは行っておりま

せんが、担当者も管理のためにちょくちょく陣馬形に登っております。そういったと

きには、直接、来られた方の話を聞いたり、電話やメールなどでも感想を寄せていた

だいております。 

また、先ほども申し上げましたとおり、最近ではインターネットのブログやフェイ

スブック、ユーチューブなどでも紹介をいただいておりまして、そんな中で利用され

た声も把握することもできます。 

総体的には、陣馬形山からの眺望のすばらしさをたたえる声を多くいただいており

ます。 

また、道案内や管理上の問題などについてご意見をいただいた際には、可能な限り

早急に改善するように努めております。 
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○２  番 （高橋 昭夫） 私、長野県の元中野市長、これは長野市ではありませんが、中野市

長の綿貫弁理士、その方、おつき合いさせていただいておりますが、市長を２期８年

されて、その後、その２期の仕事をした感想といいますか、そういうものの１冊の本

をいただきました。その中には、こう書いてあります。「よそに真似のできない特徴を

持った地域づくりには、地元村民の声を大事にしなければならないと言われている。」

と、「少数意見や、日ごろ、発言の少ない人にも発言をしやすい、そうした気運といい

ますか、機会を持って事に当たることが重要だ。」と、こう言われております。先ほど

もちょっとお聞きをしましたけれども、つまり、私、新潟へ、この間、行きましたら、

観光、なかなか盛っておりましたが、その説明をいただいた方はボランティアで、そ

ういうことをやっている自発性のある方に接しました。つまり、そういう村民のかか

わりといいますか、そういう状況を会話の中で知るという機会の中において、自分で

できることがあれば、陣馬形の管理人じゃないですけれども、案内、陣馬形山のその

後にこうという親切心を持った、そういう芽生えといいますか、そういうことが生ま

れるのではないかと、案内人ボランティアとか、そういうことを思うわけであります。

先ほどの綿貫弁理士の提言じゃありませんけれども、この村の人たちの声、つまり、

村の人たちも大いに陣馬形へ登り、そこに楽しみや伊那谷全体を見渡すという形が村

づくりにもつながってまいりますが、そんな点についての、何か住民を生かすといい

ますか、そういう企画といいますか、考え方のようなことがありましたら、お話をお

聞きしたいと思います。 

○振興課長  陣馬形山の活用、陣馬形山は中川村を代表する村のシンボルであり、みんなに愛さ

れている地域資源でございます。この陣馬形山の活用を考えていく上では、そういっ

た新しいアイディアや村内の住民または事業者の皆さんと連携した取り組みが必要で

はないかと考えております。 

昨年、陣馬形山の登り口である美里地区にカフェができて、まさに陣馬形山へのベー

スキャンプとして登山者の方が利用したり、また、そこで村内の情報をご案内いただ

いたりというようなことができるようになってまいりました。 

また、ことし、村に住む山岳ガイドの資格を持った若者が、１月～３月にかけまし

て、陣馬形のガイド料金をいただいて冬の陣馬形登山ツアーというものを企画をされ、

期間中、全７回、24 名の方の参加があったそうであります。 

村では、単に、陣馬形山、行って、見て、いい景色だったなというばっかりではな

くて、こうしたビジネスや人を呼び込むことにつながる新たな取り組みや地域経済の

活性化につながる企画などについて、ぜひ、村内の事業者や地域の皆さん、また、陣

馬形の拠点――拠点といいますか、それを生かした、そういうビジネスを考えている

皆さんなどと一緒に、陣馬形山を活用した地域おこしというようなものをテーマに

ワークショップのようなものを開催してみたいと考えております。 

また、それに参加していただく皆さんには、ぜひ、単に、その夢や意見を述べるだ

けではなくて、その企画を実現することにかかわっていただきたいと考えております。 

具体的な内容は、今後、検討していきたいと思っておりますが、ぜひ、そういった
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機会を設けて、住民の皆さんにもご参加をいただきながら、そういったことを考えて

いただきたいと考えております。 

○村  長  今、陣馬形を生かして村民のというふうなお話が出ていました。ただ、ボランティ

アでもいいんですけども、ボランティアばっかりだとつらい――つらいというか、そ

う長続きはしないと思いますので、きのう山崎議員さんとのお話のときにも申しまし

たけども、今みたいな形、何か、実際の、こう、何かリターンもあるような形の取り

組みっていうふうなことでカフェのお話もありました、ガイドのお話もありました、

あるいは、もっと簡単なことを言えば、休みの日、そのキャンプシーズン、本当にキャ

ンプが、テントがいっぱい張られているということですから、例えば軽トラで野菜を

持って行って売りながら、やあ、ここはこうでね、昔は、この辺はこういう暮らしし

とったんだに、山の山は何ていう山なんだにっていうような話をしながら野菜を売

るっていうことがあればお金にもなりますし、それから、来た人たちもおいしい物が

食べられて、いろんな話ができて、お互いにすごくいいんじゃないのかなというふう

な、そういうふうな形で、単に、もう、ボランティアで案内します、言ってください

みたいな形だと、向こうも気兼ねするし、こちらも長続きはしないし、何かそういう

ふうなことをちょっと考えていくっていうふうなことが大事かなというふうに思いま

す。 

○２  番 （高橋 昭夫） 前向きな答弁をいただきまして、大変結構なことだと思います。 

例えばハーフマラソンなどは、本当にボランティアの力で年々盛り上がってきてお

ります。それは、自然の、こう、何ていうか、盛り上がりというのが、ああいうとこ

ろに、ああ、こうなるんだなあという見本のような形で感じるわけでありますが、陣

馬形におきましても、やっぱり陣馬形、そこに目を向ける、あるいは来られた人に何

か気持ちをささげるというか、そういう温かさが美しい村づくりにもつながるような

感じがいたします。努めて前向きにお願いしたいと、こう思います。 

それから、陣馬形への登山者は増えているというのは現在の状況説明でわかりまし

た。 

ただ、その来られた皆さんが、外からお金の落ちる村づくりという形には、私は生

かされていないと思います。来られた皆さんも、帰りを急ぐわけじゃないけれども、

途中で泊まる当てもないといいますか、そういう部分がありますが、中川村において

は、望岳荘という、ああいう施設もありますし、ほかにもつくっチャオっていうか、

田島ファームにもありますし、そういう部分に、やはり、せっかく来られた方、皆さ

んを村にできるだけ足をとめていただいて、ときをいただいて、そしてまた買い物も

していただいてと、そういうことも大変大事じゃないかと思います。下山してから帰

りに買い物、地域の伝説、文化、暮らしを生かし、また、観光会社、望岳荘や商業者、

農業生産者など、広く連携をし、陣馬形山の持続的、先ほど課長、申しましたけれど

も、持続的ビジネスを考えることが必要ではないかと思いますが、その点についてお

聞きしたいと思います。 

○振興課長  今、高橋議員からお話がありましたとおり、また、村長、先ほどの答弁でもう申し
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上げましたとおり、陣馬形山への来訪者が増えているのは大変喜ばしいことでござい

ますが、それが地域経済に結びつくということが重要かと考えます。そんな中で、１

つにはキャンプ場を利用した方からお金をということもあろうかと思いますが、実際

にあそこに管理人を常駐させて、直接、利用料をいただくということは現実的に難し

いですし、その徴収方法、公平性等、ちゃんととれるのかということもあって難しい

と思われますが、来ていただいた方に、いかに村内に滞在をして村の中でお金を落と

していただくかという、そういった仕組みづくりが必要と考えます。 

中川村の観光協会へは、村内の商工業者、飲食店、農業者の皆さんも含めて、各種

事業者、団体の皆さんが現在 57 名、57 会員、加入をいただいております。本年度は、

昨日、村長も申し上げましたが、新たに４名の若い事業者の方にも仲間に入っていた

だいております。観光協会の紹介の中でも、村内の事業者が相互に連携した新たな取

り組みの報告がされておりすし、ここ何年か前から、観光協会、それから営農センター、

商工事業者を含めて、農商工連携といった取り組みも行ってきているところでありま

す。 

先ほども申し上げましたとおり、陣馬形山っていうのを一つのキーワードとしなが

ら、村内の事業者や地域住民、それを新たなビジネスにつなげていこうと考えている

ような皆さんにもご参加をいただいて、中川村で滞在して楽しんでいただくこと、さ

らにここでお金を使っていただくことなどを一緒に考えていただければと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。 

○２  番 （高橋 昭夫） 陣馬形山は中川村の観光の柱であります。だと思います。写真の募

集だとか、撮ったものを展示するとか、さまざまな、いろいろめぐらしがあると思い

ますけれども、陣馬形の魅力をさらに有効に生かす、そういう面で前向きに取り組ん

でいただきたいと、こう思います。 

次に、２つ目の、これは、欧州、最も美しい村視察に参加をされてということで村

長にお聞きをしたいと思います。 

村長は、さきの中のものをホームページに欧州、最も美しい村・自然エネルギー 視

察旅行報告として示されております。本当に所感を小まめにさまざまな角度で検証を

されたと、見聞の記録というものがありますが、これを読んでいただくと大変長くなっ

てしまいますので、私は、その美しい村という形ですので、美しい視点という形でお

聞きをしたいと思いますし、この中川村の過去の歴史の中に、中川村若者の海外研修

というのが平成元年から約 10 年間、行われました。この関係で、この中川村から、こ

れも後でちょっと触れたいと思いますけれども、海外へ出て研修をした職員もありま

すし、その募集をされた総人数、総数は 87 名という数字があります。まあ、遠く昔と

いえば、そうでありますけれども、外から見た中川村、あるいは外から見た日本、そ

のさまざまというものは、ときが幾ら経過しても頭に強く記憶に残っていると思いま

すし、そうした行かれた皆さんの声というものは、美しい村のような、こういう新し

い新天地の流れの中においては、そういう皆さんの声というものも大変尊いのかなあ

という思いがしますし、その 87 人の皆さんが聞く耳を持って聞いていただくという形
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においては、村長が欧州に行かれたという形のものに大変関心を持っていられるん

じゃないかなあというのが私の予測であります。そんな意味でお聞きをしたいと思い

ます。 

本題に入りますけれども、村長は日本で最も美しい村連合企画の欧州、ベルギー、

ドイツ、オーストリアへの視察に参加をされました。知識と体験は広いほどよいと言

われ、国際的認識や感覚を持つことは、これからの村づくりに広く生かされるものと

期待をするわけでございます。外へ行かれて参考になったということも多分にあるん

ではないかと想像するわけであります。 

そこでお聞きをしたいと思います。海外視察の今回の目的、それから、連合の記念

行事というのは、日本では年度、年度に行われていると思いますけれども、ああいう

中央の舞台に行かれてのというのは、新鮮味と、それから、連合とはこういうものか

というような本分を確認をされる、あるいは異国の人たちの顔を見ながら会話をし、

一献を加えるということは、大変、私は有意義なことで、村長が前向きに行かれたと

いうことはよかったなあと、こう思うわけであります。目的と記念行事に参加されて

の感想というものとお聞きしたいと思います。 

○村  長  連合では、毎年のように――毎年と言っていいですね、毎年、その海外のところと

の、イタリアとかフランス等々の交流ということをやっておって、ことしはベルギー

が 20 周年というようなことになったので、連合のほうの理事会が事業委員会と資格委

員会って２つ分かれているんですけども、たまたま昨年の末に、木曽の田中町長の後

で私が事業委員長というふうな形の立場を引き継いでしまったので、ちょっと、立場

上、いろんな周年行事を海外がどうしているのかなというふうなことも見ておかなく

てはいけないのかなというふうなこともありました。それからまた、その連合の副会

長であるカルビーの松尾さんが自然エネルギーについては非常に熱心で、啓蒙もして

おられたので、そのベルギーの後のドイツ、オーストリアのほうの自然エネルギー視

察についても、ちょっとご同行せねばならないのかなというふうなことで、そういう

形で行くと、普段の観光旅行とは全然違う形でいろんなことが見られるというふうな

こともあって、私、個人的にも、大変、そこを期待をして行きました。 

美しい村連合の、そのベルギーのほうはですね、ベルギーのワロン州とフランス、

イタリア、それからカナダのケベック州、そして日本という、正式に入っている、世

界連合に加盟しているところのほかにも、その加盟を目指しているルーマニアですと

か、ドイツのザクセン州ですとか、スペインですとか、それから韓国も来ていました

が、そういう、今、加盟を目指して頑張っているところのほうからもたくさんの方々

がお見えになっていました。 

ケベック州の女性のシンガーソングライターがベルギーの夜の教会でライブをやっ

たり、いろんな、ブラスバンド的なものとか、あるいはルーマニアの民族音楽と民族

舞踊のグループ、本当にコスチュームも着て、若い人たちが伝統の楽器をやって、に

ぎやかに風土色豊かにやってくれたりとか、そういう展開があったり、それから、お

酒、ブドウ酒を中心とするお酒だったり、ハム、チーズ、それからウインナーのよう
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な加工品とか、いろいろ、そういう地域、地域の独特の物が持ち寄られていました。 

先ほども言ったかもしれませんけど、世界経済が、こう、一つの色に染められてい

く中でですね、どういう個性、地域の個性みたいなものを大事にする、それから、案

内されたところも古いお城が――古いお城というか、古い館ですよね、があったりと

か、宗教的な施設があったりとか、そういう、やっぱり歴史みたいなものを非常に誇

りにして大事にしているし、そういう自分たちの文化っていうのを、いかに、こう、

世界が一色に染められていこうとする、経済効率で、こう、塗り固められていくとこ

ろで、いかに守るかというふうなことがあります。特に、ドイツもオーストリアもそ

うでしたけども、ドイツの場合は、合併をさせれられたがゆえに人口がだんだん、ず

んずん減っていって、スポーツだとか文化活動とか、盛んだったやつが、やり手がい

なくなって、非常に寂れていった中で、いかにそれを、もう１回、もとに戻すのかっ

ていうことで、若い農業者の人たちが、合併した村で、町で立候補して、選挙活動を

して、議員になって、いろいろやったけども、しょせん５人の議員では、なかなかも

のが通らないということで、１回、合併したところが、もう１回、もとに戻るってい

うことはできないっていう、する制度がなかったのに、それを、周囲にかけ合って、

何年間か、７年ぐらいかかったとか言っていたと思いますけども、そういう制度をつ

くって、もう１回、合併をもとどおりにして、そして地域おこしをして、今では、内

発的に、産業振興がされたり、それから雇用も生まれたりして、非常に充実した村に

なっているっていうお話とか、それから、オーストリアのほうは、オーストリア、ハ

ンガリーで１つの国だったやつが分けられるときにですね、ハンガリーのほうに都市

部が行って、オーストリアのほうに農民、ドイツ語を話す人は農村部の人が多くて、

ハンガリー語を話す人は都市部の人が多かった、その地域、農村部だけが残されるよ

うな形になって、しかも、その後、東西対立の中でですね、ハンガリーとオーストリ

ア東部の交流ができなくなって、本当に一番貧しい地区になってしまったと、その中

で、そのエネルギーでお金がどんどん海外に出ていっている、地域から出ていってい

るっていうことを守り、いかに守るか、いかに地域を守るかっていうふうな、そうい

う本当に自分たちの地域、伝統、文化、そういうものをどう守るかという、すごく、

ある意味、本当の意味の保守的な、自分たちの暮らし、文化を守っていくという保守

的なものを守る、保守的に自分たちのものを守るためにグローバリズムと戦うってい

うのが美しい村連合の考えでもあるし、ドイツ、オーストリアの自然エネルギーで自

給を目指そうということについても、そのような考え方があって、しかも、それを考

えだけじゃなくて、徹底的に実際に研究したり投資をしたりしながらやっているとこ

ろがすごいなというふうに思いました。 

言い残したかもしれませんけども、そんなことです。 

○２  番 （高橋 昭夫） 私も、ベルギーへは 51 年に行ったことがあります。ブリュッセルと

いうところで、農村へは入っておりませんけれども、しかし、そこは、大体、日本と

同じくらい、標高 600ｍぐらいかな、そうですよね、それと、河岸段丘ではありませ

んけど、大変、こう、丘のようなところというような感じは、市やなんかの大きなと
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ころと違って、小さな、中川に類似するような村を何箇所か見学をされたんですか？

景観的にいろいろな感想を持たれたと思うんですけれども、その辺をお聞きしたいと

思います。 

それと、加えては、例えば景観でいけば、柱がない、電線がめぐらしがない、そん

なような感想とかですね、水が飲めない、飲めたとか、飲めないと思いますけど、そ

こらの辺をお聞きしたいと思います。 

○村  長  人口的にいうと、ベルギーもドイツ、オーストリアも、ほとんどは中川村よりも小

さい村ばっかりでした。きのうもちょっと申し上げたかもしれません、１つの村なん

か、村長さんと、それから、職員は１人だけいないというような、そういう形でやっ

ていると、役割が、全然、行政の担うべき事柄が違うのだと思いますけども、そうい

うふうな形で、自主的なことをたくさん地域の方々が自分たちでやっているというよ

うなことがあるかと思います。 

景観的にいうと、例えばせせらぎがあって、その両側が非常にきれいに刈り込まれ

た緑のエリアで、その他、少し斜面、傾斜地になると森になっているというふうな形

で、どこの大変行き届いた手入れがされているように見えましたが、そこには必ず牛

が、さっきも、きのうも申し上げましたけど、牛がいたり、動物がいて、だから、そ

こは牧草地として管理されている、だから利用されている、ただ単に雑草を刈ってき

れいにせにゃいかんというのじゃなくてですね、産業として回っていることによって

美しく管理されているかのように見える、実は、産業として、その資源を有効に使うっ

ていうことを徹底的にすることによって、そういうことが結果的に生まれているわけ

で、美しくしようという意思も、もちろんあるでしょうけども、そういう部分がある

のかなというふうに思いましたので、単にきれいにしましょう運動だけではなくて、

中川村では、その農業が、やっぱり振興することによって田畑もきれいになるだろう

しっていうふうな、いろんな、こう、レストランなり宿泊施設をするには周りもきれ

いにしなくちゃいけないしっていうふうな形の、その実に結びついた形で、いかに美

しく、そしてまた孫子の代に引き継いでいく産業をおこしていくかっていうふうなこ

とは、一つの、一体のもんであって、部分的にやっていくと長続きはしないなという

ふうなことを感じた次第です。 

○２  番 （高橋 昭夫） もう１つお聞きしたいことは、この美しい村連合ということであり

ます。日本でも、連合には入った、中川村もそうですけれども、その連合がどういう

ふうに生かされているか、そのきっかけに、そこのところに行くという、人数は少な

いわけですけれども、そういうことはありますけれども、連合に入った、その向きを、

どうこの村の活性や美化に生かすかという形については、試行錯誤って村長、きのう

も言われておりましたけれども、本当に美しいを持続する試行錯誤、守って育てて生

かすという形のものは、大変さまざまをめぐらしてきたと思いますけれども、連合に

入った、ああ、こういうものかっていうような部分のものっていうのは、何か本場へ

行ったことで、ああ、こういうものかって感激するなり、ああ、これは役に立つなあ

というようなことがありましたらお聞きしたいと思うんです。 
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○村  長  今、申し上げたような、その地域の個性を守るために、それから、その産業と結び

ついた形で、美しくかつそれを引き継いでいくことによって美しさがますます磨かれ

ていくんだというようなこと、グローバリズムに対するアンチテーゼというふうなと

ころはですね、余り、そこに入ってみんなといろんな話をしなければ思い至らないこ

とだったと思いますので、そういう、こう、考え方というところで学ぶ部分が大変多

かったというふうに思います。 

それから、いかに生かすかというところでいえば、先ほど申し上げたように、陣馬

形山にキャンプの人が、本当に、もうテントがぎっしりだよというふうな話から、例

えば、じゃあ、近くの農家の皆さんの中で有志の人たちが、じゃあ、軽トラにみんな

の農作物を積んで行って、朝、サラダ食べてもらえるような物を持っていこうじゃな

いか、そしたら幾ら幾らぐらいで売れるんじゃないのっていうふうな話があって、そ

ういう積極的な形のものが地域の皆さんの中から生まれてきて、それが来ている人た

ちにも喜ばれると、それで、ちゃんと、それが農家としても売り上げにつながってい

くというふうなことが、そういう新しい動きがですね、いろいろどんどん増えてきた

らうれしいなと思います。チャオのところにつくった滝戸公園のところのも、一番東

の端は平らにつくってあるんですけども、そこは、例えばテント市とか、そういうふ

うなこともできるような形で平らにしてあるというふうなお話も、前もしたかと思い

ますけども、だから、そういう所を使って何かしたいなというふうなお話なんかもあ

ればいいと思いますし、いろんな形でですね、河川公園なんかも、たまに使っていた

だいて、村民の皆さんからもあるし、村外からもありますけども、ああいった所も、

こんなふうに使ってやることはできんか、何でもかんでもできるわけじゃないでしょ

うけども、せっかくのあの天竜川のすばらしいせせらぎの横の場所ですから、ああい

う所を使ってこんなことをしたいよ、それは、単に、こう、人を喜ばせるだけじゃな

くて、ちゃんとした実入りのあるような形で喜んでもらえるようなことを、もっと誰

かが考えてやるとかですね、それは、組織でやるというよりも、グループとか、そう

いう、こう、志の一致する人たち、趣味の合う人たちがやってもいいと思うし、そう

いうふうなことがたくさん生まれてくることが地域資源が育っていくというふうなこ

とになるのかなというふうに思います。 

それから、もう１つは、美しい村連合、この機会にちょっと、ぜひお伝えしとかな

いかんなと思っているのは、本当に、今、連合、先ほどの、その事業委員会のほうに

も、いろんな話が持ち込まれてきます。美しい村と一緒にこんなことをしたいんだけ

ど、どうかとか、美しい村の名前を使ってこんなふうなことをしたいと思うが、どう

かとか、流通で大きなデパートがこんなことをしたいと思っているとか、あるいは、

東京のカフェが、こういうメニューをやりたいから、地元の食材を調達したいと思う

ので協力してほしいとか、いろんないい話も、変な話、もう、いっぱい来るんですよ。

だから、それについて、上手に、その辺をコントロールしてやっていかなくてはいけ

ないんだけど、ちょっと、今、事務局の体制が、この春にですね、事務局長さんがちょっ

と都合で交代されて、その後、ちょっと、もう、ボランティア的な形でお願いをして
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いるっていう体制になっているので、本格的にしっかりとした体制で、事務局体制つ

くらないと、いろんな声にこたえられない、逆に変なものに、こう、かき回されると、

せっかく注目を集めてきた美しい村のブランドがですね、変なほうにねじ曲げられて

もいけないし、我々できちっとコントロールしながら育て上げていくっていうふうな

ことをやらなくてはいけないっていうことで、事務局体制をどうするかというのが、

今、連合の中としては大変大きな課題になってきております。みんな、会議とか公式

の場では余り言わないですけども、後の飲みながらとか、あるいは内々の委員会――

委員会っていうか、理事会なんかでは、その話題でしょっちゅうやっているというふ

うなことでございます。ちょっと、その辺の人を雇う人件費とかをどうするかってい

うことが、ちょっと問題になってきているのかなというようなところで、今、知恵を

しのぎながらやっているところで、そこをうまく乗り越えていけば、もっといろいろ

いいことができるんではないかなというふうなことを思っています。 

○２  番 （高橋 昭夫） 私は、フランスのある農家へ行きました。そこは、もう、１軒ある

と、周りにはうちが見えません。集落はありません。ですけれど、それは公務員、つ

まり保障されているという形だもんですから、女性はロングスカートで、そして、家

の窓の周りに花を幾つもして、本当に見るに美しい。 

私は思うんですけれども、中川村においても、美しくっていうことは、限りなく、

みんな思って、わかっていると思うんですけれども、日本の現状というもんは、なか

なか農務に追い回されるっていうか、日々を消化するだけで大変、そしてまた、そう

でない少子高齢の中においては、若者も、家族とそろってといいましても、もう勤め

で、そのゆとりがないという、ですから、そういう向きの中で、本当に、この美意識

を高める、あるいは、それを守る、先ほどお話ありましたけど、この現在を、これ以

上、汚くならないように、そういう維持、持続という形のもの、そして、中川村にお

いては、山、森が、村長は向こうではきれいだって言われましたけど、こちらにおい

ては、本当、雑踏のごとしの、見苦しいというか、しかし、それをわかっていても、

なかなかそれをできないという厳しい現実があります。私、そう思うときに、村長が、

今回、行かれた欧州の、その農業、あるいは農村、人口減少とかですね、林業の育成

といいますか、農業後継者問題というのが、大変、その、何ていうか、しっかりして

いる、後継者に関しても心配ないっていうか、その辺の確かさがあるがゆえに美しい

という形へも手が回って、美しいものにつながっているんじゃないかと思いますけど、

その辺はどんな見解を持たれたかお聞きしたいと思います。 

○村  長  ちょっと、いろいろ聞いていて、その辺のところっていうのは…… 

○２  番 （高橋 昭夫） つまり、ゆとりがないと、なかなか家の周りもはけないとか、ある

いは花やなんかも、その育て、あるいは種からとか、楽しむ、そういう部分には行か

ない、この村においては、本当に生活されている皆さんがそこまで届かないもんだか

ら、ごみ的に、なかなか美しい村という形には抵抗感のある景色になって、つながっ

ていると思うんですけれども、その欧州の、実際、視察をされたところにおいては、

この農村、あるいは農業、そういうものの安定といいますか、林業育成とか、そうい
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うものが割合しっかりした政治をされているから、そういう美に目を向け楽しむこと

ができると、そういうような形は、ちょっと日本と相違があるんじゃないかと思うん

ですけど、その辺はどうだったかということをお聞きしたんです。これは、行ってみ

ないとわからないんだけど。 

○村  長  ちょっと、多分、国の政策とか、その辺のところ、先ほど申し上げたように、基礎

自治体というか、村とかでやっていることはかなり限定されているような感じがしま

したので、州だとか国とかの政策のことも大きいと思うんですが、ちょっと、そこら

辺までのところはお聞きできなかったし、いろいろ報道っていうか、何かで、本で読

んだりする限りは、ヨーロッパ、農業に対して非常に手厚く、それこそ景観育成的な

意味合いも評価されて、農業で生きていけるような体制ができているというふうな記

事を読みます。それに比べると、日本は、先ほど飼料米の話もありましたけど、飼料

米を食わせる豚についてはＴＰＰで自由化をどんどんしていくみたいな話があって、

全く、こう、一貫性がない、その場、その場で、米つくらせたくないから、それじゃ

あ飼料米つくれよって言うし、じゃあ、飼料米、誰が食べるのよ？って言ったら、い

や、豚は、ちょっと車売りたいから自由化するわみたいな話で、全く支離滅裂で一貫

性がないというふうに思いますので、だから、そういうふうな国の、その考え方みた

いなものとは別にですね、我々自身がしっかりしてやっていかなくちゃいけないと思

うし、先ほど申し上げた、その合併で、もう本当に疲弊して、住民が何か６割ぐらい

にまで減ってしまったというふうな話、ちょっとうろ覚えですけども、そんなふうな

中から、もう１回、復活をさせていったんだとか、あるいは、その先ほどのハンガリー

との国境のすぐそこにある村なんかでも、その中で、いろいろ、自然エネルギーにつ

いて本当にシステマティックに、ドバイやらタイとかに輸出するような仕組みをつ

くったりしているというふうなところの話もありましたんで、やっぱり、その住民の

皆さん方の危機感があって、そこから何とか自分たちで、余りいろんなものに頼らず

に、自分たちで何とかしていかなくちゃいけないというのが、本当に、多分、あの話

からすると、追い詰められた状況があったんだろうなというふうなことを感じました。

だから、追い詰められる前にですね、中川村もですね、まだ比較的、恵まれたうちに、

中川村は、本当に、例えば、立派な油絵を描く大きなリンゴ園の園主の方がいらっ

しゃったりとかですね、踊りとかスポーツとか、本当にいろんな活動が盛んだと思い

ますので、そういう意味でいけば、まだまだ、そのゆとりがないというお話もありま

したけども、いろんな活動が盛んな元気な村だと思いますので、その元気さのあるう

ちにですね、こう、方向性をですね、変えていく、上昇気流に乗っていくことを考え

ていかないといけないかなと思います。 

○２  番 （高橋 昭夫） 研修の後半が自然エネルギーの関係についてさまざま勉強されたと

お聞きしましたけれども、日本の現状の中で、ちょっと、私はどうかなあと、お聞き

したいのは、太陽光や温水、家畜ふん尿とか、そういうのありますけれども、その太

陽光の、中川村でもこれから増えると思いますけど、これは、景観上におくと、どう

も目障りというか、そういう感じを、私としてはですね、持つんですが、実際、向こ
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うへ行かれては、太陽光発電っていうのは、どんな形で目に受けたか、それでどんな

感想を持たれたかお聞きしたいと思います。 

○村  長  もちろん太陽光パネルもありましたが、その行った先の村々での取り組みとしては、

余りそこに比重を置いたお話は聞かなかったです。それ以上に、読んでいただいたか

と思いますけども、温水を、熱い 85℃ぐらいのお湯をですね、地域の中、道路の下に

これぐらいのパイプを埋めて、その中を２本のパイプが走っている、そこで、こう、

地域の中にお湯を供給して、それで暖房とか熱供給をするっていう、それを何カロリー

消費したというふうな形でお金をいただくっていうふうな、そういう仕組みがベース

としてあって、それは、ヨーロッパの、その家の暖房が、もともとそういう仕組みが

あるので、それを日本にすぐ持ち込むのは難しいと思いますけど、それと、もう１つ

は、バイオガスによる発電、牛や豚のふんを発酵させる、あるいは、それ用の草、ト

ウモロコシだったりもするみたいですけども、草を発酵させて、そこでバイオガスを

つくって、そのガスでもってエンジンを回して、そのエンジンでがガート 24 時間エン

ジンが回って、発電をした電気を売る、あるいは、そのエンジンを冷やさなくてはい

けないから、水を、水冷にして、それで熱を地域に回すというふうな形で、そのガス、

バイオガスでエンジンを回すというのが非常に重きを置いてやっているなというふう

に思いました。だから、太陽光だと、昼間だけとか、あちらのほうなんで、そんなに、

緯度も高いので、たくさん光が当たらなかったり、冬のこととかもあるのだと、日本

ほど太陽光に向いていないのかもしれませんが、ガスだったら、こういう大きなとこ

ろに膨らんでいるので、24 時間、安定してエンジンを回すことができる、だから、そ

ういう、こう、自然変動がなくて安定した電力が得られるというふうな意味だと思い

ますが、ガスによる発電が、大変、プラス熱のお湯の供給ということが中心となって

やっておられたなというふうに感じました。また、その辺は、日本でも、そのガスに

よる発電等々については利用することが可能かもしれないと思います。 

○２  番 （高橋 昭夫） 時間が限られていますので、ですが、大変貴重なお話をお聞きでき

たわけでありますが、今回の海外の、そうしたもろもろの実際、それから、先ほど冒

頭に申しました日本におけるあちこちの美しい村、そうしたものを紙面において発行

もされておりますけれども、今の時代ですので、テレビもありますし、また、動画等々、

何か有効に生かして、そして、そのことが士気を高めるっていうか、美しい村、つま

り、その人、当人の思いようでっていうさまざまがあると思いますので、有効に生か

していただきたいと、こう思います。 

それで、冒頭、申しました中川村若者の海外研修というのが 10 年ほどという、先ほ

ど申し上げましたけれども、これを見ますと、大変興味深いのは、平成元年、これは

20 人行っております。アメリカ西海岸。それから、その次の２年置きましてはオース

トラリア、これは農業がテーマであります。そして、平成４年にはイギリス、ドイツ、

フランス、12 名、それから、平成６年にはスペイン、ポルトガル、10 名、それから、

97 年にはギリシャ、エジプト、10 名、そして、平成９年ですけれども、ドイツ、スイ

ス、フランスに６名が、これは街並み保全、景観形成と、これがテーマでの研修をさ



114 

れております。そして、もう１つ、平成 11 年にデンマーク、スウェーデン、ノルウェー

という形で６名の方が、これについては福祉施設とリサイクルがテーマでありますが、

いずれも大変貴重なものでありますし、その行かれた皆さんも、当時、私もちょっと

取材しましたけれども、代表者がっていうことでありますが、おのおの何年たっても

記憶には強いし、その美しい景観というものは心に残って、また行ってみたいという

ような気持ちの向きのものがあるかと思います。 

美しい村、そういう折に、約 100 人に近い、そういう方がおられると、そういう方、

皆さんの、何か息といいますか、感じることを、美しい村の中の外から見た中川村、

あるいは日本、外から見た日本というような形で話を聞くような機会があれば、今後

に有益になるんじゃないかと、こう考えるんですけれども、その辺をお聞きしたいと

思います。 

○村  長  おっしゃるとおりかと思います。 

海外研修で、その村の制度で海外研修された方以外でも、例えばニューヨークで何

年間も駐在員をされてきた方も中川村にはいらっしゃるし、それから、ヨーロッパ、

ふるさとを離れてパリやらアメリカの西海岸やらインドやら、あちこちを若いころか

ら旅行されてきたという方に大変興味深い刺激的なお話を聞いたりもしていますし、

この間、先ほどの観光協会の会員になってくれた１人の方はアフリカで仕事を長らく

駐在をしていたというふうな人ですし、本当にいろんな方がたくさん、若い方も若く

ない方も、いろんな方がいろんな経験を積んだ方が中川村に、海外経験だけでもそう

だし、それぞれ、別に海外へ行かなくても、農家としての経験、リンゴ農家としてこ

ういう経験があるんだとか、本当にいろんな方のユニークな方々がたくさんおられ

るっていうのが中川村の強みかと思いますので、その辺は、もう、本当に、いろいろ

引き出しの中を出していただいて、みんなでいろんな視点なり、いろんな要素なりを

絡み合わせて組み合わせていくと、いろんなことができるのではないかなというふう

に思っておりますし、その辺のところ、期待もしているところでございます。 

○２  番 （高橋 昭夫） きのうもいろいろなお話がありましたけれども、植物、花という、

私は、ちょっと限られた小さな１反歩ほどの山がありますが、そこにアザミという花

が、５年ほど前ですけれども、とてもきれいで、それで、一年、一年、大事に消さな

いようにという形で５年が経過いたしました。私、きのう、帰って、今、ちょうど花

の時期でありますが、数えましたら、株が 180 株で、もう少したてば群生地に変わる

んじゃないかと、アザミがどのぐらいの期間、花が咲くのか知りませんけれども、そ

ういう素材、つまり、適地といいますか、そういうところに、イカリソウでも何でも

そうですけれども、群生をしている、それを見つけたら、やっぱり、きのうお話あり

ましたけど、それを守って育てて生かすということが、ちょっとしたことですけれど

も、美しい村への輝きにつながっていくんじゃないかと思います。 

そんなことで、この美しい村、この村長の体験が、後に、その意を含めて指導をし

ていただくことを期待をしまして、私の質問を終わりたいと思います。 

ありがとうございました。 
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○議  長  これで高橋昭夫議員の一般質問を終わります。 

これで本日の日程は全部終了しました。 

本日は、これをもって散会といたします。 

ご苦労さまでした。 

○事務局長  ご起立願います。（一同起立）礼。（一同礼） 

 

 

［午後１時５５分 散会］ 


